
第
五
章
好
評
の
洋
書
と
和
書

は
じ
め
に
昭
和
三
十
一
年
’
三
十
五
年
間
の
日
本
に
於
け
る
洋
書
輸
入
額
を
各
年
の
「
通
商
白
書
」
に
依
っ
て
挙
げ
る
。

一
主
要
な
取
引
先

１４５７

時
に
消
長
は
あ
っ
た
が
、
ま
ず
順
当
な
伸
び
方
で
あ
っ
た
。
因
に
、
昭
和
一
一
一
十
一
年
度
に
お
け
る
当
社
の
外
国
書
籍
・
雑
誌
の
輸
入

総
額
は
八
億
一
一
千
七
七
九
万
八
千
円
で
、
我
が
国
の
洋
書
総
輸
入
額
の
六
○
％
に
当
っ
た
。

因
に
、
昭
和
三
十
一
’
三
十
五
年
に
於
け
る
当
社
の
輸
入
洋
書
の
冊
数
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

昭
和
三
十
一
年
七
三
六
、
○
○
○
冊

昭
和
堂
十
一
年

昭
和
境
十
二
隼

昭
和
室
十
三
年

昭
和
三
十
囚
年

昭
和
三
十
五
年

三
、
六
八
六
、
○
○
○

四
、
五
○
二
、
○
○
○

円
、
《
量
］
三
、
○
○
○

五
、
二
九
三
、
○
○
○

六
、
二
七
八
、
○
○
○

、、、、、

二;ﾉi』五六：を
六○七二二
○五Ｐｑ○六
、、、、、

○四二ヒブ＄
八八八二六
○○○○○
、、、、、

○○○○○
○○○○○
○○○○○

湾
金
額
（
弗
）

邦
貨
換
算
額
（
日
）



昭
和
三
十
二
年
八
一
七
、
○
○
○
冊

昭
和
三
十
一
一
一
年
六
八
八
、
○
○
○
冊

昭
和
三
十
四
年
七
七
三
、
○
○
○
冊

昭
和
三
十
五
年
八
○
八
、
○
○
○
冊

昭
和
三
十
一
一
一
年
度
の
輸
入
減
少
は
前
年
下
半
期
か
ら
の
景
気
引
締
政
策
の
影
響
に
因
る
も
の
で
あ
っ
た
。

右
の
よ
う
な
輸
入
減
退
の
時
期
が
あ
っ
た
と
は
云
え
、
昭
和
三
十
一
年
前
後
か
ら
は
、
各
国
の
出
版
も
益
々
盛
ん
に
な
り
、
一
方
貿

易
上
の
種
々
の
拘
束
の
廃
止
に
よ
っ
て
、
そ
の
取
引
も
活
発
に
な
っ
た
。
し
か
も
、
こ
の
時
期
は
、
わ
が
国
で
は
戦
後
嘗
て
な
い
好
況

期
を
迎
え
、
技
術
革
新
も
本
格
的
な
展
開
期
に
入
っ
た
時
で
あ
っ
た
。
内
外
に
お
け
る
好
景
気
が
、
当
社
の
営
業
に
新
し
い
活
気
を
与

(A） つ
ぎ
に
、
昭
和
三
十
一
年
以
降
五
年
間
に
お
け
る
当
社
の
海
外
主
要
取
引
先
を
、
凶
。
⑧
一
一
表
に
か
か
げ
よ
う
。

③
は
、
取
引
金
額
が
多
い
と
い
う
点
か
ら
見
た
、
主
に
理
工
系
の
書
籍
・
雑
誌
の
出
版
社
及
び
取
引
先
で
あ
る
。

⑧
は
、
取
引
額
は
少
な
い
が
英
・
米
を
除
い
た
人
文
・
社
会
科
学
系
の
書
籍
・
雑
誌
の
出
版
社
及
び
取
引
先
で
あ
る
。

（
ｑ
・
の
缶
・
）

冨
○
の
国
言
’
国
営
》
旨
。

跨
日
の
域
８
国
○
丘
の
目
』
８
］
ｍ
ｏ
ｇ
の
ご

］
○
丘
ロ
ヨ
ヨ
壁
①
『
陣
の
○
画
、
営
門
ロ
。
．

１４５８

期
を
迎
え
、
畔

え
て
く
れ
た
。



色

（
G
e
r
m
a
n
y
）

Ｃ
、
Ｈ
、
Ｂ
ｅ
ｃ
ｋ
'
s
c
h
e
V
e
r
l
a
g
s
b
u
c
h
h
a
n
d
l
u
n
g
F
．
Ａ
・
B
r
o
c
k
h
a
u
s
W
a
l
t
e
r
d
e
G
r
u
y
t
e
r
＆
Ｃ
Ｏ
．

J
・
Ｃ
Ｂ
Ｍ
ｏ
ｈ
ｒ
（
P
a
u
l
S
i
e
b
e
c
k
）
G
u
s
t
a
v
F
i
s
c
h
e
r
V
e
r
l
a
g
V
e
r
l
a
g
D
e
t
l
e
v
A
u
v
e
r
m
a
n
n

（France）

D
u
n
o
d
E
m
e
s
t
F
I
a
m
m
a
r
i
o
n
G
a
r
n
i
e
r
F
r
e
r
e
s

L
a
r
o
u
s
s
e

S
e
u
i
l

の叩寸［

W
a
l
t
e
r
J
,
J
o
h
n
s
o
n
,
I
n
c
・

A
c
a
d
e
m
i
c
P
r
e
s
s
F
r
a
n
k
l
i
n
S
q
u
a
r
e
S
u
b
s
c
r
i
p
t
i
o
n
A
g
e
n
c
y

C
．
Ｖ
・
M
o
s
b
y
C
o
、

Prentice-Hall，Inc．

（
U
n
i
t
e
d
K
i
n
g
d
o
m
）

P
e
r
g
a
m
o
n
P
r
e
s
s
O
x
f
o
r
d
U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
P
r
e
s
s
M
a
c
m
i
l
l
a
n
＆
Ｃ
Ｏ
・

C
a
m
b
r
i
d
g
e
U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
P
r
e
s
s

W
m
・
Ｄ
ａ
ｗ
ｓ
ｏ
ｎ
＆
S
o
n
s
L
t
d
B
o
o
k
C
e
n
t
r
e
L
t
d
．

（
G
e
r
m
a
n
y
）

S
p
r
i
n
g
e
r
V
e
r
l
a
g
G
e
o
r
g
L
i
n
g
e
n
b
r
i
n
k
（
H
a
m
b
u
r
g
e
r
K
o
m
m
i
s
s
i
o
n
s
h
a
u
s
-
B
u
c
h
h
a
n
d
l
u
n
g
）

V
e
r
l
a
g
C
h
e
m
i
e

（France）

D
e
p
a
r
t
m
e
n
t
E
t
r
a
n
g
e
r
H
a
c
h
e
t
t
e



。①罰［
（Holland）

Ｅ
、
Ｊ
,
B
r
i
l
l
L
t
d
．
E
l
s
e
v
i
e
r
E
x
c
e
r
p
t
a
M
e
d
i
c
a
N
o
r
t
h
-
H
o
l
l
a
n
d
M
o
u
t
o
n
P
u
b
l
i
s
h
e
r
s

D
・
R
e
i
d
e
l
P
u
b
l
i
s
h
i
n
g
C
o
m
p
a
n
y
M
e
u
l
e
n
h
o
f
f
-
B
r
u
n
a
N
.
Ｖ
、
M
a
r
t
i
n
u
s
N
i
j
h
o
f
f

R
o
t
t
e
r
d
a
m
U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
P
r
e
s
s
A
､
W
S
i
j
t
h
o
f
f
A
c
a
d
e
m
i
c
B
o
o
k
S
e
r
v
i
c
e
s
H
o
l
l
a
n
d

（Switzerland）

A
r
t
e
m
i
s

D
r
o
z
F
r
a
n
c
k
e
V
e
r
l
a
g

H
u
b
e
r
＆
Ｃ
Ｏ
．
Ｌ
，
Ｏ
伍
ｃ
ｅ
ｄ
ｕ
Ｌ
ｉ
ｖ
ｒ
ｅ
Ｓ
．
Ａ
，

S
k
i
r
a（
D
e
n
m
a
r
k
）

M
u
n
k
s
g
a
a
r
d
L
t
d
．

（Spain）

E
s
p
a
s
a
-
C
a
l
p
e
S
．
Ａ
、

（
S
w
e
d
e
n
）

A
l
m
q
v
i
s
t
＆
W
i
k
s
e
l
l

（Austria）

S
p
r
i
n
g
e
r
-
V
e
r
l
a
g
（
理
工
系
）

P
r
e
s
s
e
s
U
n
i
v
e
r
s
i
t
a
i
r
e
s
d
e
F
r
a
n
c
e



（
烏
叶
煙
昌
『
）

二
各
種
洋
書
展
覧
会

缶
の
旨
固
巨
匡
厨
冨
冒
胆

（
捧
吊
再
巴
酎
）

缶
画
唄
口
の
倖
”
８
日

●

］
一
一
へ
［
①
の
印
画
い
ぬ
の
ロ
①

（
局
冒
。
》
四
）

缶
儲
弔
○
］
○
ざ
口
凹
‐
吋
口
ｇ
〕

（
国
ロ
ロ
館
胃
ご

属
巳
目
母
国
ロ
ロ
ｍ
肖
岳
ロ
弓
圃
ユ
営
晦
ｏ
ｏ
Ｂ
ｂ
ｍ
旨
胃
冷
○
瑞
国
○
○
房
四
口
。
ｚ
①
言
ｇ
§
①
厨

跨
鼻
国

昭
和
三
十
一
’
三
十
五
年
間
に
お
い
て
、
当
社
が
催
し
た
洋
書
展
覧
会
は
、
資
料
編
の
年
表
に
挙
げ
ら
れ
た
通
り
で
あ
る
。
こ
こ
で

は
、
そ
の
う
ち
主
要
な
も
の
に
つ
い
て
記
し
て
お
き
た
い
。

（
弔
○
匿
口
。
）

（
○
国
の
○
旨
？
の
き
ぐ
画
丙
冨
）

殉
○
ず
①
鼻
８
口

［
叶
四
屋
四
口
①
の
幽
口
の
○
口
皆

国
○
国
の
①

1461



日
昭
和
三
十
一
年

1462

「
原
子
力
平
和
利
用
資
料
展
」
四
月
九
日
’
十
四
日

こ
れ
は
、
原
子
力
関
係
で
は
わ
が
国
最
初
の
展
覧
会
で
、
国
立
国
会
図
書
館
、
原
子
力
研
究
所
、
日
本
学
術
会
議
の
協
賛
。
後
援
を

得
る
こ
と
が
出
来
た
。
こ
れ
ま
で
受
け
て
い
た
原
子
力
に
関
係
し
た
学
術
研
究
上
の
種
女
の
制
限
も
、
昭
和
一
一
十
六
年
四
月
一
一
十
八
日
、

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
の
発
効
に
よ
っ
て
、
一
切
撤
廃
さ
れ
た
。
原
子
爆
弾
の
洗
礼
を
受
け
た
わ
が
国
で
は
、
原
子
力
の
平
和

利
用
の
開
発
に
つ
い
て
も
賛
否
両
論
が
あ
っ
た
が
、
熱
資
源
の
乏
し
い
わ
が
邦
と
し
て
、
そ
の
平
和
利
用
の
開
発
を
断
念
し
得
な
い
と

の
方
針
の
も
と
に
、
昭
和
一
一
一
十
年
原
子
力
基
本
法
・
原
子
力
委
員
会
設
置
法
・
原
子
力
局
設
置
法
が
制
定
せ
ら
れ
、
同
年
、
暫
定
的
に

財
団
法
人
原
子
力
研
究
所
が
発
足
、
翌
一
一
一
十
一
年
一
月
四
日
、
同
委
員
会
第
一
回
会
合
が
催
さ
れ
た
。
同
年
一
一
一
月
一
日
に
は
財
界
人
を

結
集
し
て
日
本
原
子
力
産
業
会
議
が
成
立
、
司
忠
社
長
も
同
会
議
の
理
事
に
選
ば
れ
た
。
恐
ら
く
洋
書
輸
入
業
者
と
し
て
尽
力
す
る

こ
と
を
期
待
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
同
会
議
が
発
足
早
女
原
子
力
産
業
に
対
す
る
一
般
の
理
解
を
深
め
る
た
め
に
、
こ
の
展
覧

会
を
開
催
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
展
示
資
料
は
、
前
記
の
各
機
関
か
ら
貸
与
さ
れ
た
も
の
と
、
当
社
輸
入
図
書
を
根
幹
と
し
た
。
当

社
と
し
て
は
、
昭
和
一
一
一
十
年
八
月
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
で
開
催
さ
れ
た
原
子
力
平
和
利
用
国
際
会
議
の
報
告
書
（
勺
ｇ
ｏ
の
曾
一
ｑ
、
①
○
開

跨
ぎ
日
甘
画
旨
の
侭
胃
”
○
。
①
の
旦
甘
鴨
○
冷
昏
の
冒
庁
の
目
昌
○
口
巴
○
○
具
臼
ｇ
ｏ
の
甘
の
ｇ
の
菌
》
跨
侭
吊
庁
》
岳
麗
）
の
第
一
。
第
四
。

第
十
五
。
第
十
六
巻
な
ど
を
航
空
便
で
取
寄
せ
て
展
示
し
た
。
こ
れ
に
併
せ
て
映
画
の
夕
、
講
演
会
を
も
開
い
た
。
な
お
「
学
鐙
」
の

同
年
四
月
号
は
原
子
力
平
和
利
用
特
集
と
し
て
、
中
村
誠
太
郎
東
京
大
学
教
授
、
杉
江
淳
原
子
力
研
究
所
長
を
始
め
十
人
の
学
者
、
技

術
者
の
寄
稿
を
得
て
、
一
般
の
理
解
を
得
る
一
助
と
し
た
。
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蕊蕊驚議蕊蕊灘灘灘灘蕊蕊蕊

国
の
①
ロ
ゴ
①
侭
》
両
．
‐
の
云
①
巨
弓
宮
①
Ｏ
ｑ
ｏ
冷
昏
①
ｚ
屋
ｏ
］
２
の
．
ご
閉
》

勺
崎
甘
８
８
口
ｑ
・
弓
．

吋
国
①
巳
四
口
。
図
》
の
．
陣
］
・
ヨ
・
・
周
①
ロ
ロ
の
旦
忌
ｌ
ｚ
胃
巳
①
胃
四
国
．
Ｑ

詞
騨
ｇ
Ｏ
ｏ
匠
①
日
尉
胃
昌
．
］
①
、
、
》
且
ご
宮
①
胃

の
」
四
の
の
甘
口
①
》
の
．
１
勺
国
ロ
．
。
甘
］
①
の
○
開
ｚ
巨
○
一
の
胃
詞
ｇ
ｇ
ｏ
Ｈ
両
口
唱
‐

ロ
①
①
Ｈ
旨
い
．
忌
留
』
ぐ
巴
胃
ｚ
ｏ
黒
３
口
。

⑦
国
胃
》
ロ
．
両
．
陣
］
・
国
．
冨
四
鼻
の
ロ
の
ｌ
屈
四
＆
煙
堂
○
口
冨
○
口
詳
ｇ
旨
い

宮
，
缶
８
日
門
口
具
①
ロ
の
①
．
ご
臼
》
ぐ
目
．
ｚ
ｏ
の
胃
煙
口
旦

病
§
旨
ロ
》
胃
．
Ｉ
ｚ
ｐ
ｇ
①
自
宅
宮
『
四
＄
．
ご
認
》
衿
Ｑ
巳
の
○
旨
‐
量
‐
①
の
』
亀

【
○
吋
儲
の
、
缶
．
‐
国
①
。
胃
○
口
．
餌
口
旦
ｚ
ｐ
ｇ
の
胃
○
○
二
日
日
の
．
画
ロ
。

①
ロ
．
》
ご
＄
》
ぐ
ロ
ロ
ョ
○
件
国
ロ
．
Ｑ

砲
口
８
》
国
．
弓
．
倖
○
．
○
・
国
○
鼻
目
．
－
”
口
。
固
唾
○
口
の
宮
①
国
旨
函

国
四
国
．
。
ご
○
○
戸
．
ご
望
》
局
①
Ｈ
ぬ
い
目
○
口
句
５
ｍ
の

）
ロ
ざ
儲
両
営
尉
○
も
①
巴
漕
両
ｏ
ｏ
ｐ
Ｏ
旨
〕
○
○
○
‐
○
℃
①
Ｈ
画
威
○
口

同
旨
①
侭
『
・
后
認
》
ご
図
画
ｚ
ｏ
黒
国
ロ
。

原子力平和利用資料展

こ
の
展
覧
会
に
陳
列
し
た
書
物
の
リ
ス
ト
は
な
い
が
、
当
社
発
行
の
「
ア
ナ
ウ
ン
ス
メ
ン
ト
」
一
九
五
六
年
一
一
一
月
号
に
は
《
《
国
○
○
肩

目
．
砲
①
胃
①
曾
］
己
の
①
○
儲
捧
さ
冒
旨
同
旨
閏
喝
》
》
と
し
て
、
次
の
害
物
を
紹
介
し
て
い
る
。

ｍ
ｍ
８
ｐ
》
の
．
両
．
Ｉ
ｚ
①
鼻
９
口
ご
』
索
愚
ｏ
陣
○
口
．
岳
留
》
○
〆
甘
ａ
ｑ
・
も
．

国
○
鳥
旨
ロ
ユ
》
局
①
、
１
Ｐ
８
日
〕
○
℃
○
辱
巳
①
の
》
ご
岳
ｌ
岳
麗
．
岳
訊
》
の
．
跨
巨
①
口
鮮
ロ
ロ
ミ
宮

○
四
巳
①
》
”
・
ロ
．
１
勺
自
陣
ｏ
］
①
の
旨
①
ロ
①
庁
曾
目
冒
胃
さ
］
管
．
己
訊
》
旨
弓
５
９
①
］
］
。
①

○
○
日
日
》
○
．
耐
．
１
詞
邑
目
の
○
８
℃
＄
甘
国
○
』
○
ｍ
『
回
国
．
Ｑ
缶
”
口
。
巳
日
Ｈ
①
如
砲
片
旨
日
巨
の
の
四
口
。
己
国
ｏ
陣
。
①
．
ご
閉
》

旨
○
の
国
笥
‐
国
旨

○
侭
口
昌
魁
武
○
口
命
日
両
日
８
①
巴
漕
両
８
口
○
旨
〕
○
○
○
‐
○
℃
①
目
威
○
ロ
ー
弓
○
の
四
宮
］
昼
の
印
○
冷
陸
ｏ
陣
○
口
旨
昏
①
国
①
丘
○
雨

ｚ
巨
○
］
の
胃
両
国
．
①
周
ぐ
．
］
湯
的
ぐ
型
。
ｚ
っ
幻
可
塑
ゴ
ュ
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衿
８
日
旨
同
国
．
①
侭
『
ｚ
①
尋
の
］
の
洋
閏

缶
８
日
甘
屈
ｇ
ｏ
鼻
の
（
の
‐
旨
）

口
国
冒
旨
目
旨
四
ｍ
眉
目
の
（
旨
）

冨
巨
ぢ
ず
『
》
の
．
言
．
（
①
。
．
）
１
句
８
口
口
。
動
○
口
○
冷
国
８
ぐ
冒
尋
・
日
日
．
岳
認
』
旨
。
の
国
尋
‐
国
旨

昌
貝
箇
］
》
両
．
偶
．
１
冒
吋
ａ
ｐ
ｏ
陣
Ｏ
ｐ
ｇ
ｚ
ｐ
ｏ
］
の
胃
両
ロ
”
旨
①
①
Ｈ
旨
い
．
岳
謡
》
の
．
跨
屋
①
ロ
倖
ロ
員
昌
甘

（
句
Ｈ
四
口
。
＆

（
ロ
．
、
缶
．
）

（
画
‐
ご
）
園
宮
屋
ｇ
旨
○
開
昏
①
缶
８
日
言
、
ｇ
①
ロ
陣
の
肝
（
言
）
団
扇
宮
の
ｍ
ｍ

ｚ
屋
。
一
①
胃
の
９
８
８
跨
房
斤
圃
９
ｍ
（
の
！
旨
）
ｚ
屋
ｏ
］
①
○
巳
８
（
言
）

ｚ
巨
○
］
①
貝
両
国
①
侭
琶
閃
＄
の
閏
。
ｐ
宛
ｇ
ｏ
鼻
の
（
の
‐
旨
）

1４６５

次
に
、
右
の
展
覧
会
の
頃
発
行
さ
れ
て
い
た
原
子
力
利
用
お
よ
び
原
子
核
に
関
す
る
主
要
な
定
期
刊
行
物
を
列
挙
し
て
お
き
た
い
。

こ
れ
ら
の
定
期
刊
行
物
は
、
何
れ
も
創
刊
さ
れ
て
間
も
な
い
も
の
が
主
で
、
特
に
昭
和
三
十
年
の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
会
議
以
来
、
そ
の
平
和

利
用
が
強
調
さ
れ
始
め
る
と
共
に
従
来
数
点
に
す
ぎ
な
か
っ
た
雑
誌
も
、
急
に
三
倍
余
に
増
え
た
ば
か
り
で
な
く
、
世
界
中
で
注
目
さ

れ
る
定
期
刊
行
物
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
は
各
国
共
に
機
密
保
持
の
上
か
ら
、
ま
た
購
読
者
も
学
問
の
性
質
上
、
限
ら
れ
る

と
い
う
事
情
か
ら
、
原
子
力
関
係
の
定
期
刊
行
物
は
、
市
販
さ
れ
な
か
っ
た
。

（
ご
昌
庁
＆
病
首
魁
○
日
）

跨
斤
○
日
甘
の
口
①
日
興
の
］
○
貝
ロ
巳
（
団
‐
旨
）
衿
弓
目
８
国
ロ
伽
甘
①
①
Ｈ
旨
い
倖
弓
①
。
旨
○
］
○
喝
（
旨
）
］
○
昌
目
］

○
冷
国
①
ｎ
吋
○
日
８
（
○
四
Ｈ
ぐ
○
］
・
の
胃
の
．
）
】
○
巨
目
巴
○
冷
冒
○
個
四
日
ｏ
倖
ｚ
月
胃
の
胃
Ｑ
５
Ｂ
風
ｑ
（
⑦
胃
、
．
）

］
○
員
目
］
○
馬
ｚ
月
］
の
胃
両
ロ
①
Ｈ
喝
（
画
く
○
］
の
．
吟
官
の
．
）
ｚ
ｐ
ｇ
の
胃
画
ロ
”
旨
①
目
ロ
”
（
言
）



缶
８
日
①
の
（
旨

（
国
○
］
盲
ｐ
ｅ

ｚ
ｐ
ｇ
①
胃
而
置
く
の

雨
凹
儲
弔
旨
冒
の
甘
の

（
の
日
ロ
国
旨
『
） ｚ

８
．
）

/ー､

旨
、_ノ
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衿
８
日
ｇ
貝
唱
の
‐
冒
尉
昌
昌
目
巴
旨
○
己
呉
闇
①
岸
の
。
胃
罵
病
・
鷺
○
日
冨
口
冒
涛
鮮
跨
さ
日
弓
胃
の
。
富
津
（
旨
）

Ｅ
Ｏ
Ｂ
丙
①
ｇ
固
昌
曾
唱
①
（
旨
）
曾
○
目
卑
四
凶
の
（
旨
）

（
ロ
．
い
、
、
丙
・
）

津
命
日
目
旨
両
ロ
の
侭
管
（
甲
冒
）

こ
の
展
覧
会
は
本
店
終
了
後
、
名
古
屋
、
京
都
、
大
阪
、
福
岡
の
各
支
店
で
順
次
に
開
催
し
た
。

「
フ
ラ
ン
ス
科
学
技
術
書
展
覧
会
」
六
月
十
一
日
’
十
六
日

従
来
、
フ
ラ
ン
ス
の
科
学
や
技
術
に
対
す
る
日
本
人
の
関
心
は
少
な
い
。
し
か
し
日
本
は
嘗
て
フ
ラ
ン
ス
の
科
学
・
技
術
か
ら
多
く

を
学
ん
だ
し
、
今
日
に
お
い
て
も
学
ぶ
可
き
点
が
多
女
あ
る
。
当
社
は
、
こ
の
よ
う
な
考
え
か
ら
、
こ
の
展
覧
会
を
開
催
し
た
の
で
あ

っ
た
が
、
フ
ラ
ン
ス
大
使
館
、
日
仏
会
館
、
日
仏
工
業
技
術
会
の
後
援
を
得
て
、
代
表
的
書
籍
三
百
点
及
び
雑
誌
百
数
十
点
を
展
陳
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
中
に
は
「
フ
ラ
ン
ス
の
国
土
開
発
の
一
環
で
あ
る
水
力
電
気
、
炭
鉱
、
フ
ラ
ン
ス
の
近
代
工
業
の
粋
で
あ
る

金
属
工
業
、
化
学
工
業
、
航
空
工
業
、
電
気
技
術
な
ど
の
参
考
書
が
多
く
あ
っ
た
し
、
非
常
に
高
級
な
理
論
的
な
も
の
か
ら
技
術
的
な

も
の
、
専
門
外
の
人
に
対
す
る
高
級
な
解
説
書
や
、
大
学
の
参
考
書
と
色
々
な
程
度
の
書
が
豊
富
に
あ
る
」
と
、
菊
池
真
一
日
仏
工
業



技
術
会
幹
事
の
評
で
あ
っ
た
。
「
学
鐙
」
の
昭
和
一
一
一
十
一
年
七
月
号
に
は
、
中
村
誠
太
郎
東
京
大
学
教
授
の
「
ピ
ェ
ル
・
キ
ユ
リ
の
五

十
年
祭
に
際
し
て
」
、
ル
イ
。
ル
ヌ
ウ
日
仏
学
院
長
の
「
フ
ラ
ン
ス
文
化
と
日
本
」
、
祖
父
江
寛
東
京
大
学
教
授
の
「
人
造
染
料
百
年
祭

に
際
し
思
う
」
等
の
寄
稿
が
あ
っ
た
。
こ
の
展
覧
会
は
、
大
阪
、
名
古
屋
、
京
都
の
各
支
店
で
も
開
催
し
て
好
評
を
得
た
。

「
エ
ヴ
ェ
リ
マ
ン
ス
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
発
刊
五
十
年
展
示
会
」
十
月
一
一
十
九
日
’
十
一
月
三
日

エ
ヴ
ェ
リ
マ
ン
文
庫
に
就
い
て
は
、
既
に
本
書
五
九
六
頁
に
木
村
毅
博
士
の
紹
介
が
あ
る
。
こ
の
年
は
丁
度
そ
の
五
十
周
年
に
当
る

の
で
、
当
時
集
め
得
ら
れ
る
限
り
の
多
数
を
集
め
て
展
示
即
売
会
を
催
し
た
。
大
阪
支
店
で
も
、
同
様
の
催
し
を
行
い
好
評
を
得
た
。

「
海
外
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
雑
誌
見
本
展
示
会
」
四
月
十
五
日
’
二
十
日

当
社
で
は
、
戦
前
に
も
何
回
か
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
雑
誌
の
展
覧
会
を
開
い
て
い
た
が
、
戦
後
は
、
こ
の
種
の
専
門
雑
誌
展
覧
会
を
開
く

ま
で
に
至
ら
な
か
っ
た
。
》
｝
の
時
漸
く
こ
の
展
覧
会
を
開
き
う
る
ま
で
に
雑
誌
の
種
類
も
増
加
し
た
の
で
あ
っ
た
。

展
示
雑
誌
の
主
な
の
は

国
ロ
ヰ
の
嵐
○
戸

１
＄
冨
○
。
①
の

弓
国
８
冨
旦
の

（
ｇ
ｚ
８
・
）

㈲
昭
和
三
十
二
年

「
海
外
フ
ァ
ッ
シ
ョ

当
社
で
は
、
戦
前
に

㈲
四
算
興
ロ
国
○
○
丙
（
。
、
の
．
Ｐ
・
）
（
Ｃ
）
国
閏
℃
臼
》
の
国
口
目
貫
（
ロ
．
の
．
Ｐ
・
）
（
言
）
］
胃
呂
ロ

（
司
国
ロ
。
①
）
（
旨
）
冨
○
鳥
目
団
Ｈ
匙
①
（
ｑ
・
の
．
衿
．
）
（
Ｃ
）
の
①
ぐ
①
ｇ
①
ｇ
（
己
．
の
．
缶
・
）
（
冨
）

勺
胃
尉
（
句
国
ロ
８
）
（
Ｅ
Ｚ
Ｏ
の
．
）
ご
○
ぬ
ロ
の
（
司
国
ロ
８
）
（
ｇ
ｚ
ｏ
の
．
）
ご
○
晦
巨
⑦
（
ご
・
の
．
衿
・
）

1467

等
で
あ
っ
た
。
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隆
屋
の
ロ
》
国
．
国
．
ｌ
局
員
四
］
宛
の
８
房
胃
月
毎
○
口
冒
衿
ｏ
蝕
○
口
．
乞
麗
》
○
○
目
①
匡
口
．
㈲
．

ｍ
○
』
の
巳
吊
旨
馬
時
》
両
．
の
．
’
○
群
崎
戸
の
同
口
さ
日
○
］
○
ｍ
『
旨
庁
彦
の
里
［
冨
星
の
両
口
黒
．
Ｈ
＠
ｍ
得
》
］
ロ
巳
ハ

ロ
①
鼻
の
。
ぽ
の
の
国
冒
骨
○
ｍ
忌
む
富
の
。
宮
の
の
旨
の
画
曾
斤
１
国
卸
ロ
ロ
ワ
屋
。
缶
践
Ｈ
Ｑ
尉
局
○
冨
冨
①
①
埼
巨
ロ
ロ
ロ
の
ロ
の
○
］
命
ぐ
○
口
缶
。
①
ロ

中近東関係洋書展

「
中
近
東
関
係
洋
書
展
覧
会
」
六
月
二
十
四
日
’
二
十
九
日

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
国
際
紛
争
の
焦
点
と
し
て
世
界
の
注
目
を
受
け
て
い

た
中
近
東
諸
国
は
、
我
が
国
の
新
市
場
と
し
て
も
ま
た
石
油
の
供
給
地
と
し
て

も
年
毎
に
重
要
性
を
加
え
て
い
た
。
こ
の
点
に
鑑
み
て
当
社
は
、
こ
の
展
覧
会

を
開
催
し
た
。

そ
の
た
め
の
目
録
《
《
衿
○
鼻
巴
○
瞥
①
○
開
自
国
桝
言
一
〕
昼
○
口
○
馬
ｚ
の
言

句
○
固
い
ロ
国
○
○
房
目
冨
冨
巳
の
陣
ｚ
①
日
展
の
庁
四
目
ｚ
ｏ
Ｈ
昏
堕
国
８
ご

に
収
め
ら
れ
た
書
目
は
、
イ
ラ
ン
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
ト
ル
コ
、
キ
プ
ロ
ス
、

ア
ラ
ビ
ア
、
イ
ス
ラ
エ
ル
、
イ
ラ
ク
、
シ
リ
ア
、
レ
バ
ノ
ン
、
エ
ジ
プ
ト
、
ス

エ
ズ
運
河
等
の
歴
史
・
地
理
・
宗
教
・
社
会
・
政
治
・
法
律
。
教
育
。
言
語
等
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
展
示
し
た
書
目
は
雑
誌
を

も
含
め
て
七
三
四
タ
イ
ト
ル
、
地
域
的
に
は
、
ア
ラ
ビ
ア
、
イ
ス
ラ
エ
ル
、
エ
ジ
プ
ト
、
ス
エ
ズ
運
河
関
係
の
も
の
が
多
く
、
ま
た
宗

教
、
政
治
、
経
済
に
関
す
る
も
の
が
他
を
抜
い
て
多
か
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
総
記
に
あ
げ
ら
れ
た
書
名
と
、
中
近
東
関
係
の
定
期
刊
行

物
名
を
列
記
し
て
お
く
。
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1４７０

属
○
口
い
）
Ｑ
弓
）
句
胃
両
四
ｍ
庁
の
目
、
貝
ぐ
①
胃
（
。
、
の
．
缶
．
）
（
旨
）
国
肖
ぐ
四
ａ
］
○
昌
口
昌
○
冷
捧
⑩
冨
陣
ｏ
の
冨
島
の
の

（
。
、
の
．
陸
．
）
（
の
‐
衿
）
国
目
。
ｐ
ご
く
①
⑦
置
弓
詞
の
負
①
言
（
旨
且
愚
、
）
Ｑ
吾
）
国
旨
○
号
冨
口
目
〕
日
の
、
（
ｚ
①
言

口
巴
言
）
（
○
ぐ
①
Ｈ
の
８
ｍ
①
ロ
．
）
（
ご
ｓ
冒
呂
如
口
国
芦
の
ｓ
嵐
。
巳
心
巨
胃
庁
興
与
（
○
巴
。
具
冒
）
（
Ｃ
）
旨
。
○
唇
①
巴
の

（
国
○
］
宮
口
ｅ
（
団
‐
旨
）
］
○
口
冒
巴
○
冷
捧
日
の
風
８
口
○
国
①
ロ
言
］
の
○
ｓ
の
ｑ
（
ロ
．
の
．
缶
・
）
（
Ｃ
）
］
○
員
旨
巴
○
冷

缶
の
旨
口
の
言
巳
①
、
（
ロ
．
の
．
缶
．
）
（
ｃ
）
］
○
貝
ロ
挫
袴
の
旨
画
ロ
ロ
①
（
句
目
ロ
８
）
（
Ｃ
）
］
○
口
曽
巴
○
開
Ｚ
①
胃

画
四
の
庁
日
ロ
の
目
島
の
の
（
口
．
ｍ
・
缶
・
）
（
Ｃ
）
】
○
貝
ロ
巴
○
雨
○
国
の
画
曾
〕
の
冨
呂
の
の
（
国
○
口
、
病
○
口
い
）
（
画
ｚ
ｏ
ｍ
・
）

］
○
貝
ロ
巴
○
冷
詞
○
昌
昌
缶
の
国
陣
ｏ
ｍ
Ｏ
ｇ
の
匂
（
ロ
ロ
ｍ
］
図
画
ｅ
（
の
’
缶
）
勺
①
ロ
、
小
の
国
呂
。
。
宮
口
口
①
（
司
愚
旨
８
）
（
Ｃ
）

門
面
①
○
国
①
貝
（
国
○
口
胸
属
Ｏ
ｐ
ｍ
）
（
言
）
弓
》
○
ｐ
ｐ
ｍ
雨
四
○
（
国
○
』
盲
ロ
ｅ
（
言
）
固
の
拝
の
。
胃
』
津
号
暁
ロ
①
貝
の
‐

ｏ
宮
①
ロ
昌
○
儲
、
①
ロ
毎
口
＆
の
。
毒
①
ロ
の
＄
の
］
］
の
。
屋
四
津
（
の
①
国
冨
ロ
ロ
畳
）
（
○
四
画
園
甘
．
）

な
お
、
こ
の
年
十
一
月
八
日
か
ら
十
四
日
ま
で
「
東
南
ア
ジ
ア
・
中
南
米
関
係
洋
書
展
」
を
本
店
で
開
い
た
。
社
会
科
学
関
係
書
を

中
心
と
し
、
ほ
か
に
同
地
域
の
近
代
史
、
語
学
書
を
展
示
し
た
。

「
ド
イ
ツ
新
刊
書
籍
展
」
九
月
十
一
日
’
二
十
八
日

ド
イ
ツ
出
版
協
会
主
催
、
在
日
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
大
使
館
及
び
当
社
協
賛
に
よ
り
開
催
。
こ
の
ド
イ
ツ
書
展
は
、
昭
和
二
十
六
年

の
ド
イ
ツ
書
展
に
つ
い
で
今
回
が
戦
後
二
度
目
で
あ
っ
た
。

「
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
出
版
書
展
示
会
」
十
月
二
十
一
日
’
二
十
六
日

同
大
学
出
版
部
発
行
の
代
表
的
文
献
千
数
百
点
及
び
同
出
版
部
の
歴
史
。
写
真
等
の
資
料
を
展
示
、
即
売
を
も
行
っ
た
。
十
一
月
に



ケンブリッジ大学出版書展示会

な
っ
て
、
京
都
、
福
岡
両
支
店
で
も
開
催
。

「
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
出
版
書
展
示
会
」
十
一
月
二
十
五
日
’

三
十
日

同
大
学
出
版
部
発
行
著
名
文
献
約
五
百
点
及
び
古
版
寺
ハ
イ
プ
ル
、

同
出
版
部
の
歴
史
。
写
真
等
の
資
料
を
展
示
、
即
売
を
も
行
っ
た
。

の
ち
に
大
阪
、
福
岡
支
店
で
も
開
催
。

こ
の
両
大
学
出
版
部
の
発
行
書
に
つ
い
て
は
、
古
く
か
ら
我
が

国
の
学
界
で
重
要
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
今
更
記
す
る
ま
で
も

な
い
。両

展
覧
会
に
は
、
オ
リ
エ
ン
ト
史
研
究
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い

る
三
笠
宮
。
同
妃
殿
下
の
御
来
臨
が
あ
っ
た
。

「
マ
グ
ロ
ー
ヒ
ル
社
新
刊
害
展
示
会
」
十
一
月
一
日
’
七
日

米
国
最
大
の
専
門
学
術
書
出
版
社
と
し
て
知
ら
れ
る
マ
グ
ロ
ー

ヒ
ル
社
の
国
営
号
○
○
丙
を
中
心
に
、
新
刊
書
数
百
点
を
展
陳
、

即
売
を
行
っ
た
。
長
崎
出
張
所
、
福
岡
・
神
戸
両
支
店
で
も
開

催
。
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「
欧
米
医
学
書
展
」
四
月
一
日
’
七
日

第
一
五
回
日
本
医
学
会
総
会
を
記
念
し
て
英
。
米
。
独
。
蘭
。
瑞
西
等
欧
米
各
国
の
著
名
医
学
書
多
数
を
取
り
揃
え
て
展
示
し
た
。

当
社
と
し
て
は
医
学
会
総
会
を
機
に
医
学
害
展
覧
会
を
開
く
の
は
こ
れ
が
一
一
度
目
の
試
み
で
あ
っ
た
。
医
学
の
発
達
は
年
と
と
も
に
ま

㈲
昭
和
三
十
三
年

卿
昭
和
三
十
四
年

1472

「
英
国
新
刊
害
展
覧
会
」
三
月
二
十
四
日
’
一
一
十
九
日

本
店
及
び
大
阪
支
店
に
於
て
文
学
、
社
会
科
学
を
中
心
に
英
国
著
名
出
版
社
十
数
社
の
協
賛
を
得
て
新
刊
を
中
心
に
開
催
、
終
了
後
、

順
次
に
支
店
。
出
張
所
に
お
い
て
も
開
催
し
た
。

「
フ
ラ
ン
ス
新
刊
書
展
示
即
売
会
」
六
月
二
日
’
十
日

本
社
一
一
一
階
洋
書
売
場
に
於
て
開
催
。
こ
れ
は
、
パ
リ
の
○
○
目
融
弓
２
日
目
の
貝
号
の
国
§
○
の
旨
○
口
目
ぽ
ぐ
Ｈ
①
主
催
、
在
日
フ
ラ

ン
ス
大
使
館
、
外
務
省
、
文
部
省
、
日
仏
会
館
の
後
援
で
、
洋
書
輸
入
協
会
協
賛
の
下
に
、
東
京
銀
座
松
屋
で
催
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
新

刊
書
籍
展
（
展
示
品
非
売
）
に
協
賛
し
て
催
し
た
の
で
あ
っ
た
。
「
学
鐙
」
昭
和
三
十
三
年
七
月
号
に
、
岩
瀬
孝
早
稲
田
大
学
教
授
の

「
フ
ラ
ン
ス
新
刊
書
展
雑
感
」
の
寄
稿
を
得
た
。
そ
の
中
で
在
日
フ
ラ
ン
ス
大
使
館
在
勤
の
ユ
リ
ヱ
書
記
官
が
「
こ
の
展
示
会
の
目
標

は
、
フ
ラ
ン
ス
文
学
の
こ
れ
以
上
の
普
及
を
計
る
こ
と
が
主
眼
で
は
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
む
し
ろ
文
学
以
外
の
諸
領
域
で
も
フ
ラ

ン
ス
が
す
ぐ
れ
た
仕
事
を
し
、
り
っ
ぱ
な
図
書
を
出
版
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
貰
う
こ
と
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
の
は
、
一
般
の

日
本
人
と
し
て
反
省
に
値
す
る
指
摘
で
な
か
ろ
う
か
。



こ
と
に
目
覚
ま
し
く
、
そ
の
診
断
お
よ
び
治
療
方
法
も
複
雑
に
な
っ
て
お
り
、
従
っ
て
そ
れ
ら
に
関
す
る
著
書
も
極
め
て
多
種
大
量
に

上
っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ら
を
一
堂
に
展
示
し
得
る
こ
と
に
意
義
あ
り
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

「
新
し
い
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
た
め
の
経
営
関
係
書
展
」
四
月
二
十
七
日
’
五
月
二
日

経
済
が
戦
後
無
類
の
発
展
を
示
し
て
い
る
こ
の
頃
の
段
階
に
お
い
て
、
経
営
の
合
理
化
。
能
率
化
を
計
る
こ
と
は
近
代
企
業
の
最
大

の
関
心
事
で
あ
っ
た
。
当
社
は
、
英
・
米
出
版
の
経
営
関
係
書
中
、
特
に
新
刊
を
中
心
に
代
表
的
文
献
約
六
○
○
点
を
選
ん
で
展
示
し

た
の
で
あ
る
。

の
寄
稿
が
あ
る
。

な
お
、
「
学
鐙
」
の
八
月
号
に
紹
介
し
た
「
山
に
関
す
る
海
外
雑
誌
」
の
中
に
は
次
の
雑
誌
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

跨
ぎ
旨
の
］
○
貝
ロ
巴
（
口
昌
甫
旦
〆
甘
ｍ
Ｑ
ｏ
目
）
（
の
‐
傍
）
、
四
目
ｂ
甘
い
旨
四
ｍ
§
旨
⑦
（
ｑ
・
の
．
衿
．
）
Ｇ
ｚ
ｏ
の
．
）
国
』
‐

日
巳
四
『
四
口
］
○
屋
９
画
］
ぐ
○
〕
・
閏
（
ロ
昌
庁
＆
侭
旨
ｍ
Ｑ
ｏ
目
）
の
画
（
の
ぎ
］
尉
輿
旨
冒
ｅ
○
鼻
・
‐
倭
ロ
邑
○
口
々
（
旨
ｚ
ｏ
ｍ
・
）

の
宣
旨
四
鴨
函
旨
①
（
ロ
．
の
．
衿
・
）
（
ｍ
ｚ
ｏ
ｍ
・
）
ロ
９
雪
旨
庁
①
崎
（
の
①
ロ
ロ
煙
巨
『
）
（
○
９
．
‐
の
①
宮
．
目
ご
）
（
旨
）
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「
ヒ
マ
ラ
ヤ
文
献
展
」
六
月
一
日
’
六
日

此
の
頃
に
お
け
る
登
山
熱
の
勃
興
に
鑑
み
、
戦
後
わ
が
国
に
お
い
て
最
も
関
心
を
も
た
れ
て
い
る
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
関
係
文
献
の
展
覧

会
を
催
し
た
。
開
催
決
定
と
、
開
催
日
と
の
間
の
時
日
が
短
か
か
っ
た
た
め
、
深
田
久
弥
、
望
月
達
夫
、
小
林
義
正
三
氏
の
蔵
書
と
、

松
方
三
郎
氏
の
厚
意
に
よ
り
貸
与
さ
れ
た
海
外
著
名
登
山
家
の
書
翰
と
、
英
王
室
地
理
学
協
会
か
ら
日
本
山
岳
会
へ
寄
贈
さ
れ
た
エ
ヴ

ェ
レ
ス
ト
登
頂
写
真
中
か
ら
数
枚
の
写
真
と
を
中
心
に
展
示
し
た
。
「
学
鐙
」
昭
和
三
十
四
年
八
月
号
は
、
そ
の
特
輯
号
で
、
前
記
四
氏



鏡

洋
書
売
場
の
一
係
員
で
↑

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

店
を
埋
め
つ
く
し
た
フ
ァ
ン
に
囲
ま
れ
て
登
場
し
た
モ
ー
ム
は
、
若
い
時
代
の
道
化
役
者
の
面
影
を
秘
め
な
が
ら
、
会
場
の
テ

鼻揮F毎

「
サ
マ
セ
ッ
ト
。
モ
ー
ム
展
覧
会
」
十
一
月
七
日
’
二
十
一
日

Ｓ
・
Ｗ
・
モ
ー
ム
の
展
覧
会
は
、
す
で
に
昭
和
二
十
九
年
二
月
十
五
日
か
ら
二
十
日
ま
で
開
催
し
、
大
層
好
評
で
あ
っ
た
が
、
今
度

は
モ
ー
ム
が
初
め
て
日
本
に
来
た
の
を
期
に
、
こ
の
展
覧
会
を
開
い
た
。
彼
が
、
来
店
し
た
の
は
、
十
一
月
十
七
日
、
こ
の
展
覧
会
開

会
式
に
列
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
八
十
五
歳
の
高
齢
も
厭
わ
ず
、
読
者
の
携
え
て
き
た
自
著
に
、
機
嫌
よ
く
署
名
し
て
い
た
。
当
時
、

洋
書
売
場
の
一
係
員
で
あ
っ
た
文
学
害
売
場
の
宮
原
隼
人
は
、
そ
の
時
の
接
待
員
の
一
人
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
時
の
感
想
の
一
部
を
次

サインをするサマセット・モーム

日本モーム協会誌‘‘CapFerrat”

1４７４



国
昭
和
三
十
五
年

「
大
衆
社
会
と
新
し
い
政
治
洋
書
展
」
四
月
十
一
日
’
十
六
日

1475

－
プ
を
切
り
、
カ
メ
ラ
マ
ン
に
独
特
の
微
笑
を
放
ち
、
会
場
へ
と
入
っ
て
行
っ
た
。

機
敏
な
、
そ
し
て
フ
ラ
ン
ス
セ
ン
ス
を
持
っ
た
秘
書
サ
ー
ル
氏
に
守
ら
れ
て
、
社
長
と
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
交
換
風
景
は
、
カ
メ

ラ
マ
ン
さ
え
い
な
か
っ
た
ら
な
あ
－
と
さ
え
思
わ
せ
る
程
な
ご
や
か
な
も
の
で
あ
っ
た
。

八
十
五
歳
に
な
っ
た
彼
が
、
数
多
く
の
作
品
に
繊
細
な
人
間
の
心
理
を
捉
え
描
い
て
来
た
人
間
モ
ー
ム
の
社
交
風
景
で
あ
っ
た
。

「
私
の
作
品
を
追
求
し
た
り
し
な
い
で
、
楽
し
ん
で
読
ん
で
も
ら
い
た
い
」
と
フ
ァ
ン
に
贈
っ
た
言
葉
は
、
彼
の
謙
遜
し
た
姿

で
あ
り
、
読
者
へ
の
心
遣
い
だ
と
読
ん
だ
。
（
中
略
）

秘
書
サ
ー
ル
の
や
さ
し
い
眼
と
、
モ
ー
ム
が
私
に
サ
イ
ン
し
て
く
れ
る
時
の
、
ハ
。
ャ
・
ト
と
発
音
し
た
声
が
い
ま
だ
に
耳
に

残
っ
て
い
る
（
「
丸
善
厚
生
会
誌
」
第
二
七
号
）

モ
ー
ム
は
十
二
月
七
日
、
日
本
を
去
っ
た
が
、
年
が
明
け
て
、
昭
和
三
十
五
年
一
月
二
十
五
日
「
日
本
モ
ー
ム
協
会
」
が
組
織
さ
れ

た
。
こ
の
経
過
に
つ
い
て
は
、
昭
和
三
十
五
年
三
月
号
の
「
学
鐙
」
に
中
野
好
夫
が
「
モ
ー
ム
協
会
誕
生
の
こ
と
」
と
題
し
て
そ
の
経

過
を
報
じ
て
い
る
。
会
長
を
中
野
好
夫
、
幹
事
を
後
藤
武
士
、
朱
牟
田
夏
雄
、
田
中
睦
夫
、
龍
口
直
太
郎
、
上
田
勤
の
五
氏
が
引
受
け
、

当
社
か
ら
桜
井
喜
代
志
洋
書
仕
入
部
長
も
幹
事
の
末
席
を
汚
し
た
。
事
務
所
を
当
社
に
設
置
し
た
た
め
と
、
会
計
事
務
担
当
の
た
め
で

あ
っ
た
。
ま
た
昭
和
一
一
一
十
五
年
十
二
月
か
ら
日
本
モ
ー
ム
協
会
会
誌
震
○
恩
司
の
博
黒
こ
を
発
行
し
た
が
、
昭
和
一
一
一
十
六
年
九
月
、
中

野
会
長
の
渡
米
の
た
め
、
昭
和
三
十
七
年
十
一
月
第
一
一
一
号
で
休
刊
し
た
。
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関
係
の
書
物
を
一
堂
に
集
め
て
、
右
記
展
覧
会
を
本
店
三
階
の
画
廊
で
開
い
た
。
当
社
は
従
来
か
ら
デ
ザ
イ
ン
を
重
要
視
し
て
そ
の
関

係
の
専
門
書
、
絵
画
、
写
真
集
等
の
輸
入
紹
介
に
も
非
常
に
努
力
し
て
き
た
。
特
に
司
社
長
は
、
こ
の
点
で
は
、
一
家
の
見
を
持
し
て

い
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
会
議
で
は
財
団
法
人
世
界
デ
ザ
イ
ン
会
議
副
会
長
と
し
て
日
本
運
営
会
副
会
頭
に
推
さ
れ
た
。
「
学
鐙
」
昭

和
三
十
五
年
五
月
号
で
は
、
世
界
デ
ザ
イ
ン
会
議
特
集
と
し
て
、
原
弘
、
剣
持
勇
、
川
添
登
、
勝
見
勝
諸
氏
の
寄
稿
を
得
た
。

こ
の
展
覧
会
は
、
本
店
終
了
後
、
大
阪
、
名
古
屋
、
仙
台
、
札
幌
、
福
岡
の
各
支
店
に
於
て
も
開
催
さ
れ
た
。

「
創
刊
一
一
十
五
周
年
記
念
ｌ
ペ
ン
ギ
ン
文
庫
ま
つ
り
」
十
月
二
十
七
日
’
十
一
月
十
六
日

｝
）
の
展
覧
会
は
、
本
店
の
ほ
か
東
京
都
内
で
は
、
丸
の
内
出
張
所
、
東
横
店
、
伊
勢
丹
店
で
、
ま
た
名
古
屋
、
京
都
、
大
阪
、
神
戸
、

福
岡
、
仙
台
、
札
幌
各
支
店
、
広
島
出
張
所
に
於
て
読
書
週
間
と
併
せ
て
開
催
し
た
。

こ
の
文
庫
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
「
丸
善
外
史
」
や
「
学
鐙
」
そ
の
他
で
紹
介
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
の
度
は
同
文
庫
発
刊
二
十
五
周

年
記
念
で
あ
る
だ
け
に
、
同
社
に
お
い
て
も
二
十
五
冊
の
記
念
出
版
を
行
な
う
と
と
も
に
《
《
弓
胃
も
目
的
昌
口
聾
○
ｑ
ご
と
そ
れ
ま
で

の
出
版
害
の
Ｑ
四
の
の
箇
巴
屋
の
庁
を
発
刊
し
た
。
「
学
鐙
」
昭
和
三
十
五
年
十
二
月
号
に
は
英
国
文
化
振
興
会
の
ケ
ネ
ス
。
ホ
プ
キ
ン

ス
の
「
ペ
ン
ギ
ン
文
庫
の
第
二
十
五
回
誕
生
日
」
と
篠
田
一
士
教
授
の
「
ペ
ン
ギ
ン
の
思
い
出
」
の
寄
稿
が
あ
る
。

こ
こ
で
、
こ
の
二
十
五
周
年
記
念
出
版
害
の
リ
ス
ト
を
掲
げ
て
お
こ
う
。

○
口
目
扇
》
Ｐ
．
‐
目
冨
国
侭
巨
の
．

ｇ
貝
ｇ
崖
》
ヨ
．
、
．
‐
目
丘
の
の
塑
昏
の
§
ぬ
の
目
自

国
○
鼻
の
Ｈ
》
固
旨
．
‐
弓
屋
①
耐
８
ｍ
の
の
庁
］
○
昌
口
①
『
．

吋
月
房
》
の
茸
ぐ
．
陣
の
茸
両
．
国
匡
四
週
‐
門
声
の
ｏ
ｇ
ｍ
の
言
い
○
閉
津
具
呉
。
陣
８
．
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織

（
旨
巨
の
．
）
ｉ
国
①
目
貝
句
昌
一
の
目
》
印
画
８
穴
．
（
も
巨
観
ロ
国
○
○
丙
）

㈱
外
国
雑
誌
新
聞
展
覧
会
に
つ
い
て

、
当
社
で
は
毎
年
秋
に
「
外
国
雑
誌
新
聞
見
本
展
示
会
」
を
、
翌
年
度
の
購
読
予
約
の
参
考
の
た

Ｏｎ

ｍ
め
に
と
、
本
。
支
店
で
開
催
し
て
い
る
こ
と
は
既
述
し
た
。
こ
こ
で
は
戦
後
の
「
外
国
雑
誌
新
聞

ｍＯ

唾
見
本
展
示
会
」
に
つ
い
て
ま
と
め
て
記
し
て
お
き
た
い
。

ｍ恥
戦
後
、
展
示
の
新
聞
。
雑
誌
は
年
安
増
加
す
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
跨
日
８
８
口
旨
四
ｍ
‐

Ｓ

唖
§
旨
①
社
は
、
同
社
発
行
の
な
が
い
間
親
ま
れ
た
《
《
司
○
目
目
》
の
国
○
日
の
○
○
日
冒
貝
目
ご
お
ょ

Ｏぷ
ぴ
員
○
○
言
①
Ｈ
》
の
ご
両
誌
の
内
容
の
充
実
を
は
か
る
た
め
に
昭
和
一
一
一
十
二
年
一
月
号
を
最
後
に
廃
刊

「
ア
メ
リ
カ
の
文
芸
雑
誌
」
佐
伯
彰
一

「
イ
ギ
リ
ス
の
定
期
刊
行
物
に
つ
い
て
」
篠
田
一
士

「
フ
ラ
ン
ス
の
文
芸
新
聞
と
雑
誌
」
白
井
浩
司

「
ド
イ
ツ
の
雑
誌
」
原
田
義
人

こ
れ
ら
の
記
事
は
一
般
文
学
愛
好
家
に
は
、
好
評
を
得
た
。

Ｐ
己
蔚
８
画
①
》
両
．撚灘＃

し
た
。

Collier'ｓ

ま
た
「
学
鐙
」
昭
和
三
十
三
年
十
月
号
で
は
「
海
外
文
芸
雑
誌
特
集
」
を
編
ん
で
、
英
。
米
。

独
・
仏
の
文
芸
雑
誌
に
つ
い
て
各
専
門
の
方
左
の
寄
稿
を
掲
載
し
た
。

1479



以
下
に
お
い
て
、
各
部
門
で
好
評
を
得
た
書
物
を
挙
げ
て
見
よ
う
。

辞
典
類
は
、
益
食
種
類
が
多
く
な
り
、
英
語
関
係
で
は
、
と
く
に
ア
メ
リ
カ
英
語
と
イ
ギ
リ
ス
英
語
と
、
二
つ
の
流
れ
が
出
て
き
た

し
、
語
源
辞
典
や
、
慣
用
語
辞
典
も
、
そ
の
種
類
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
独
逸
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
辞
書
類
も
、
可
成
り
多
く
な
っ
た
。

そ
の
他
の
国
の
辞
典
は
、
右
三
者
に
比
べ
る
と
少
な
い
が
、
ロ
シ
ヤ
語
、
オ
ラ
ン
ダ
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
か
ら
中
欧
、

東
欧
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
国
語
辞
典
ま
で
を
、
輸
入
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
そ
の
と
き
ど
き
「
学
鐙
」
や
「
ア
ナ
ウ
ン

ス
メ
ン
ト
」
で
案
内
し
て
い
る
。
が
、
現
在
で
は
小
林
英
夫
編
の
「
私
の
辞
書
」
（
昭
和
四
十
九
年
丸
善
発
行
）
を
参
照
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

三
好
評
を
得
た
洋
書

1480

昭
和
一
一
一
十
五
年
四
月
に
新
版
ラ
ル
ー
ス
百
科
辞
典
（
の
国
目
闇
胃
○
屋
め
い
①
画
旨
ｇ
ｏ
］
８
段
昼
ロ
①
）
全
十
巻
の
う
ち
第
一
巻
が
入
荷
し

た
。
こ
れ
に
つ
い
て
大
塚
幸
夫
福
岡
商
大
教
授
か
ら
「
『
プ
テ
ィ
。
ラ
ル
ー
ス
』
散
歩
」
の
寄
稿
を
得
て
い
る
。
ラ
ル
ー
ス
社
の
百
科

辞
典
と
し
て
、
戦
後
、
最
初
に
入
荷
し
た
の
は
、
「
一
一
十
世
紀
ラ
ル
ー
ス
辞
典
」
で
あ
っ
た
こ
と
は
既
に
ふ
れ
た
。

こ
う
し
た
な
か
で
、
昭
和
一
一
一
十
二
年
秋
に
発
売
し
た
貴
言
の
一
〕
の
庁
胃
》
の
ｚ
の
言
弓
言
の
目
の
吾
ｏ
ｇ
言
ご
巨
昌
○
畠
昌
旦
暮
の
胃
、
‐

房
宮
園
侭
目
胆
①
》
》
（
言
日
置
桐
目
）
は
、
当
時
司
社
長
が
海
外
出
張
の
際
、
ア
メ
リ
カ
の
出
版
社
と
直
接
交
渉
、
販
売
を
引
き
受
け

て
帰
っ
た
辞
書
で
あ
る
。
こ
の
辞
書
は
内
容
と
し
て
は
実
用
的
で
、
大
学
、
高
等
学
校
、
中
学
の
図
書
室
備
え
付
け
及
び
教
師
用
に
好

個
の
も
の
で
あ
り
、
ま
た
価
格
も
定
価
一
五
、
八
○
○
円
を
特
価
七
、
五
○
○
円
で
販
売
す
る
と
い
う
手
ご
ろ
さ
も
あ
っ
て
、
予
想
以



る
Ｏ
）㈲

各
種
辞
典
類

三
・
①
房
篇
Ｈ
》
の
ｚ
の
言
弓
急
８
，
画
①
ｇ
ｏ
①
画
目
ｑ
ｐ
甘
陣
○
口
胃
『
○
開
昏
の
両
ロ
ｍ
房
宮
伊
四
口
”
尾
四
ｍ
の
．
四
目
ロ
の
ｇ
》
ご
雪
》
雪
、
○
局
］
・

雪
‐
８
，
符
Ｈ
》
の
ｚ
の
弓
○
○
］
］
の
的
①
ロ
旨
唾
○
画
胃
『
・
画
目
。
＆
・
》
ら
認
》
旨
の
陣
置
目

も
①
叶
詳
伊
胃
○
ロ
の
の
①
．
（
ロ
旨
武
○
口
ロ
四
月
の
①
ロ
。
『
。
］
○
℃
か
＆
ｐ
屋
①
己
○
宮
Ｈ
８
屋
の
）
呂
呂
①
〕
伊
胃
○
口
閉
①

］
○
口
の
の
》
ロ
．
Ｉ
両
国
但
肘
宮
も
８
口
○
厘
旨
．
。
甘
い
ロ
旨
画
○
国
胃
冒
．
］
＠
ｍ
ｍ
》
ロ
①
ロ
斤

己
①
Ｈ
ｚ
①
ロ
の
ｍ
Ｈ
ｏ
烏
丘
目
の
．
喧
詔
》
句
．
缶
．
国
Ｈ
Ｏ
Ｃ
丙
冨
亘
の

巨
叶
球
①
》
国
・
ｌ
ｄ
片
は
○
口
ロ
．
巴
吋
の
号
冒
冒
ｐ
ｍ
屋
の
陣
営
．
や
巴
の
①
．
ｚ
○
戸
ぐ
①
庫
①
段
．
》
『
‐
ぐ
○
］
の
．
》
ご
認
》
の
四
忌
日
煙
巳

巨
芹
鼠
》
国
．
Ｉ
ロ
甘
武
○
口
．
ｐ
巴
満
①
。
①
冒
旨
ロ
胸
巨
①
伶
国
国
ｏ
巴
の
①
．
ｚ
○
厘
ぐ
①
］
』
①
段
・
》
這
留
》
の
幽
冨
日
四
ａ

ｎ
粍
巴
鰹
①
》
弓
．
‐
缶
ご
甘
武
○
口
四
ｇ
ｏ
冷
跨
目
①
且
８
口
両
国
的
房
丘
○
口
国
尉
８
国
８
｝
弔
叶
目
Ｑ
己
の
、
、
吟
ぐ
○
］
の
。
》
ご
ｇ
》
口
昌
ぐ
．

○
冷
○
言
○
口
ｍ
○
句
Ｈ
、

固
く
①
ｑ
日
四
国
》
の
両
ロ
。
］
ｏ
］
○
℃
口
①
島
Ｐ
ｚ
①
ざ
ら
認
＆
．
》
届
‐
ぐ
○
］
の
．
》
固
の
具

『
○
口
①
の
》
ロ
．
Ｉ
固
く
①
Ｈ
『
日
日
〕
》
、
国
ロ
ｍ
］
ぢ
ぽ
嗣
置
○
画
の
画
。
ｂ
旨
威
○
口
胃
『
．
］
や
、
①
》
ロ
①
ロ
計

屋
詳
泳
》
同
．
鮮
跨
．
国
８
’
且
８
ロ
ー
儲
①
勺
①
芹
拝
巨
洋
融
．
后
＄
》
の
四
崖
目
凹
己

冒
塑
凄
⑦
言
の
》
旨
．
旨
．
（
８
．
）
Ｉ
倭
ロ
ざ
は
○
口
“
ｑ
ｏ
冷
缶
目
①
陸
８
日
の
目
の
○
口
国
豚
汁
○
国
ｏ
巴
勺
Ｈ
旨
ｇ
色
①
の
．
ご
認
》
ご
日
ぐ
．

○
冷
○
彦
甘
四
ｍ
○
句
崎
．

ｚ
の
房
○
口
》
尋
．
、
缶
・
》
弓
．
缶
．
属
口
○
洋
倖
㈲
・
ぎ
．
、
○
ｍ
昌
胃
計
（
の
号
・
）
ｌ
ヨ
．
①
ウ
の
符
烏
》
の
ｚ
①
笥
冒
庁
の
目
鼻
ざ
ロ
巴
ご
旨
画
○
口
四
ｑ

ｏ
閉
匡
５
両
己
’
ぬ
］
諒
彦
Ｆ
四
口
的
ロ
四
ｍ
①
．
ｍ
ロ
ロ
①
。
．
》
］
＠
ｍ
ｍ
》
与
国
①
同
国
国
営

の
彦
○
鼻
①
Ｈ
○
鴬
○
国
両
ロ
㈹
屑
屋
ロ
甘
陣
○
口
．
胃
討
○
口
出
尉
さ
国
。
巴
吋
局
旨
ｏ
甘
］
①
の
．
ご
ｇ
》
○
風
Ｏ
ａ
ｑ
，
冠
．

同
ロ
●
。
『
。
］
○
℃
煙
①
日
四
国
働
菌
ロ
ロ
旨
騨
．
骨
＠
ｍ
ｍ
①
Ｑ
・
》
四
Ｆ
ぐ
○
］
の
．
』
両
ロ
。
］
ｇ
ｏ
ｐ
ｍ
①
島
四
国
感
冒
ロ
日
○
四

而
巨
ず
．

1481

上
の
売
れ
行
き
を
示
し
た
。
（
こ
の
辞
書
に
つ
い
て
は
「
学
鐙
」
昭
和
三
十
二
年
九
月
号
に
松
原
巌
青
山
学
院
大
学
教
授
の
解
説
が
あ



目
社
会
科
学
関
係

1482

こ
の
期
間
哲
学
・
宗
教
の
分
野
で
は
、
前
の
五
年
間
と
同
じ
く
Ｂ
・
ラ
ッ
セ
ル
の
も
の
が
、
最
も
よ
く
売
れ
た
。
続
い
て
は
、
Ｊ
・

デ
ュ
ウ
イ
の
著
作
が
よ
く
読
ま
れ
た
。
こ
こ
で
挙
げ
た
”
且
冨
胃
肘
官
営
（
ラ
ダ
ク
リ
シ
ュ
ナ
ン
）
は
、
イ
ン
ド
に
生
れ
、
英
国
で
教

育
を
受
け
、
後
に
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
東
洋
哲
学
教
授
、
ま
た
イ
ン
ド
共
和
国
大
統
領
（
一
九
六
一
一
’
六
七
年
）
に
選
ば
れ
て

も
い
る
。
エ
ー
リ
ヒ
。
フ
ロ
ム
も
、
第
二
次
大
戦
中
、
ア
メ
リ
カ
に
移
っ
た
ド
イ
ツ
生
れ
の
心
理
学
者
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
て
い
る
書

物
は
一
九
五
○
年
に
初
版
が
出
て
い
る
。

社
会
学
関
係
で
は
、
矢
張
り
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
エ
バ
ー
の
著
書
が
よ
く
売
れ
た
。

法
律
書
関
係
で
は
、
次
に
挙
げ
た
書
物
の
う
ち
ハ
ン
ス
。
ケ
ル
ゼ
ン
ま
で
は
、
法
哲
学
若
く
は
そ
れ
に
近
く
、
コ
モ
ン
ズ
と
カ
ル
ド

ゾ
ー
を
除
く
他
の
三
著
は
実
務
参
考
書
で
あ
る
。
コ
モ
ン
ズ
は
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
労
働
組
合
研
究
の
大
家
で
、
こ
の
害
は
初
版
一
九

二
四
年
で
あ
る
の
を
、
彼
が
生
前
教
授
で
あ
っ
た
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
大
学
出
版
部
が
リ
プ
リ
ン
ト
し
て
発
行
し
た
も
の
で
あ
る
。

経
済
学
関
係
の
著
者
と
著
書
は
、
既
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
も
の
が
何
れ
も
本
・
支
店
を
通
じ
て
売
れ
た
。
殊
に
ｚ
昌
冨
の
》
罰
．
の

《
《
勺
煙
芹
①
目
の
○
冷
弓
Ｈ
且
の
四
目
己
①
ぐ
①
』
○
℃
目
の
貝
ご
以
下
の
五
点
は
、
そ
の
時
期
よ
く
売
れ
た
も
の
で
、
こ
と
に
両
○
ｍ
ｇ
員
尋
．
言
．
の

《
《
日
常
の
言
、
①
の
○
冷
画
８
口
○
日
旨
の
の
ｇ
言
昏
ご
は
好
い
売
行
で
あ
っ
た
。

ま
た
隆
昌
］
ｇ
》
”
・
の
．
ロ
．
の
員
冒
煙
昏
①
日
昌
ｏ
巴
固
８
画
○
目
８
．
四
目
＆
．
》
旨
四
○
目
冒
口
這
は
、
現
在
も
よ
く
売
れ
て
い
る
。
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○
四
口
号
Ｈ
己
ｍ
①
ロ
．
砲
．

の
曾
唾
の
陣
８
］
岡
①
胃
国
○
○
丙
．
ご
器
》
ロ
ロ
岸
＆
Ｚ
煙
陣
○
口
の

劃
・
貝
匡
両
８
口
○
日
甘
の
屋
吋
ぐ
①
『
・
乞
認
》
国
．
胃
．
の
．
○
．

１４８６

同
日
本
及
び
ア
ジ
ア
。
中
近
東

海
外
に
お
け
る
日
本
、
中
国
、
東
南
ア
ジ
ア
、
中
近
東
新
興
国
の
歴
史
・
地
理
・
経
済
に
関
す
る
研
究
は
、
益
交
盛
ん
で
あ
る
が
、

と
く
に
日
本
・
中
国
に
関
す
る
も
の
が
多
い
。
国
内
で
も
中
近
東
へ
の
認
識
を
改
め
諸
外
国
に
於
け
る
日
本
研
究
の
状
況
を
知
り
た
い

と
い
う
意
味
で
、
多
く
読
ま
れ
て
い
る
。

衿
ず
の
的
哩
⑦
ロ
》
】
．
○
．
Ｉ
自
営
の
〕
§
ロ
ロ
の
印
の
司
四
ｇ
ｏ
Ｈ
胃
衿
の
も
の
ｏ
諒
○
冷
津
の
ｍ
Ｏ
ｏ
旨
］
○
愚
図
且
恩
威
○
口
．
乞
認
》
司
吋
の
①
弔
尉
の
の

缶
］
］
の
ロ
》
の
．
。
’
］
ｇ
ロ
ロ
》
印
局
８
口
．
○
日
甘
”
の
８
ぐ
図
胃
・
届
詔
》
○
製
Ｏ
ａ
ｑ
．
㈲
．

国
３
ａ
巴
の
爵
罰
．
嵐
・
》
】
・
ぎ
．
、
国
巳
］
陣
”
・
国
．
尋
画
ａ
Ｉ
ぐ
崖
四
ｍ
の
］
§
口
目
．
ｓ
認
》
ご
日
ぐ
．
○
冷
○
亘
。
侭
○
局
Ｈ
，

団
堅
置
戸
雨
．
ｚ
・
Ｉ
弓
○
』
白
い
ｇ
畠
罰
の
］
』
四
○
国
詐
弓
白
の
ぐ
画
旨
の
印
○
冷
冒
①
‐
甘
昌
屋
の
胃
置
』
】
ｇ
目
．
岳
弓
》
国
境
の
①
勺
届
、
の

園
○
〆
曾
》
○
．
両
．
ｌ
旨
ロ
○
○
日
己
四
ｍ
且
①
旨
旨
ロ
ロ
ロ
》
岳
ｇ
‐
届
９
．
画
ご
Ｑ
儲
の
ぐ
．
①
Ｐ
．
》
岳
ｇ
》
○
嵐
Ｏ
ａ
ｑ
・
句
．

○
○
彦
⑦
ロ
》
〕
・
国
．
１
］
煙
ご
騨
口
》
の
弔
○
の
貢
ご
自
画
８
口
．
○
日
『
・
乞
認
》
口
昌
ぐ
．
○
冷
旨
甘
画
①
、
ｏ
冨
句
５
ｍ
の

ロ
○
届
》
”
・
勺
．
’
○
群
冒
伊
儲
①
旨
］
凹
む
四
Ｐ
］
＠
ｍ
ｍ
》
”
○
戸
陣
の
』
ぬ
①

ご
日
の
》
両
．
砲
．
ｌ
耐
凹
ロ
ロ
”
の
冷
○
目
冒
冒
］
凹
己
四
画
．
届
＄
》
○
岬
鴬
Ｏ
ａ
ｑ
．
砲
．

両
８
口
○
日
甘
口
①
ぐ
①
］
○
℃
日
①
貝
旨
昏
①
冒
丘
巳
①
固
幽
黒
》
后
３
－
》
認
．
ご
認
》
国
．
旨
．
の
．
○
・

国
胃
国
の
》
弓
．
１
日
宮
①
○
○
日
己
①
庁
①
］
○
日
ロ
巴
○
冷
弓
○
言
口
の
①
ロ
ロ
国
自
国
の
．
”
①
ぐ
．
①
巳
・
》
ら
＄
》
○
鴬
Ｏ
ａ
ｑ
．
、
．

房
①
》
ｚ
、
１
百
℃
ロ
ロ
⑦
の
①
砲
○
］
昼
８
》
四
口
冒
曾
○
ロ
宮
９
２
畳
の
胃
ぐ
の
胃
．
ご
雪
》
尉
冒
○
頁

伊
①
ぐ
旨
の
》
の
．
国
．
１
冒
旦
吊
胃
〕
巴
丙
の
旨
は
○
口
の
旨
も
○
の
冨
司
胃
菅
石
ロ
ロ
．
．
ｓ
詔
》
ご
巳
ぐ
．
○
常
昌
甘
○
〕
の
弔
埼
．

昌
口
国
①
の
管
財
．
ｌ
］
豊
冨
ご
胃
］
肖
国
①
胃
冒
捧
宮
○
ぬ
国
己
彦
冒
・
乞
忠
》
門
声
①
言
四
○
日
崖
図
画



㈲
理
工
学

弓
丘
①
旨
昼
巳
①
国
閉
庁
缶
の
冨
口
『
○
開
向
い
『
宮
》
の
胃
旨
倖
胃
国
Ｐ
、
晋
烏
①
ぐ
．
＆
・
》
邑
望
》
画
貝
○
℃
①
勺
ロ
ウ
．

旨
○
号
Ｈ
ロ
］
四
℃
ロ
ロ
①
の
①
匡
詐
の
国
目
尉
．
乞
留
》
自
営
ロ
日
①
の
倖
国
巨
号
○
口

宛
ｇ
の
呂
目
の
Ｈ
》
両
．
○
．
Ｉ
］
砦
目
．
》
勺
釦
黒
目
．
。
勺
儲
①
の
①
具
．
画
ロ
，
Ｑ
＆
・
》
ら
詔
》
属
ロ
○
頁

の
Ｈ
巳
号
》
目
．
○
．
‐
弓
宮
の
跨
唱
胃
酎
邑
○
国
”
甘
の
○
冷
冨
Ｏ
ｇ
Ｒ
ｐ
諒
己
印
ロ
．
こ
＄
》
、
冨
具
Ｏ
ａ
ｑ
．
弓
．

の
８
局
『
》
”
．
’
缶
国
箭
さ
Ｈ
『
○
冷
旨
○
号
尉
口
】
目
色
ロ
．
己
ｇ
》
も
①
］
〕
８
口
国
○
○
丙
の

目
○
ｍ
○
》
、
．
ｌ
弓
彦
の
○
口
ロ
の
①
○
味
旨
ご
煙
ロ
．
ご
認
》
像
日
○
口
陣
の
。
ぽ
口
の
庁
①
Ｈ

ｑ
匡
凹
ロ
》
国
．
倖
ロ
．
耐
．
日
宮
○
日
腸
Ｉ
の
丘
○
国
画
》
旨
胃
幽
。
］
①
旨
四
口
○
開
］
§
四
目
跨
匡
○
偶
§
ず
『
．
ご
臼
》
”
ｇ
ｏ
の
箇
○
口

弔
Ｈ
①
ｍ
の

1487

第
二
次
世
界
大
戦
を
通
し
て
理
工
学
の
蝿
く
よ
う
な
発
達
は
、
工
業
生
産
技
術
の
非
常
な
発
達
を
促
が
し
、
従
っ
て
ま
た
生
産
規
模

の
刷
新
・
大
規
模
化
は
着
食
と
し
て
進
ん
で
い
た
。
元
来
、
資
源
に
乏
し
い
我
が
国
と
し
て
は
、
工
業
立
国
の
道
を
選
ば
ざ
る
を
得
ず
、

こ
の
た
め
政
府
に
於
て
も
、
民
間
企
業
に
於
て
も
大
規
模
な
研
究
機
関
が
設
立
さ
れ
た
。
こ
れ
に
関
連
し
て
化
学
。
電
気
関
係
を
中
心

に
理
工
学
書
の
需
要
が
激
増
し
た
。
電
子
工
学
関
係
の
学
問
は
戦
時
中
の
研
究
成
果
も
あ
っ
て
進
歩
が
著
し
く
、
特
に
音
響
、
ト
ラ
ン

ジ
ス
タ
ー
、
電
子
計
算
機
に
関
す
る
洋
書
が
よ
く
売
れ
た
。

自
衛
隊
の
戦
闘
機
種
問
題
が
新
聞
紙
上
を
賑
わ
し
た
の
も
、
こ
の
頃
で
あ
る
が
、
航
空
機
、
航
空
力
学
、
ジ
ェ
ッ
ト
。
エ
ン
ジ
ン
な

ど
の
技
術
書
を
中
心
に
よ
く
売
れ
た
。
昔
か
ら
航
空
年
鑑
、
海
軍
年
鑑
と
し
て
定
評
の
あ
っ
た
具
］
目
の
》
の
ど
』
ｇ
の
言
○
農
陸
儲
‐

ｎ
国
沖
ご
》
《
《
］
目
の
》
の
固
い
再
甘
”
農
ざ
ご
は
よ
く
売
れ
た
。
こ
れ
ら
は
戦
後
の
ミ
ニ
ュ
チ
ュ
ァ
玩
具
製
造
の
参
考
書
と
し
て
も
使
用
さ
れ

た
と
い
う
。
自
動
車
技
術
に
関
す
る
も
の
も
よ
く
売
れ
た
。



鴬

拙
畏
S
p
a
c
e
T
e
c
h
n
o
l
o
g
y
（
叶
彊
Ｈ
升
）
ｅ
祁
尋
嶋
趨
ぐ
型
帯
勾

へ
｡
異
投
。
Ｐ
､
Ａ
､
Ｍ
ｏ
ｏ
ｒ
ｅ
ｅ
“
S
u
r
v
e
y
o
f
t
h
e
M
o
o
n
"
，
N
o
r
t
o
n

ｅ
“
S
t
a
r
A
t
l
a
s
”
筒
逆
T
e
l
e
s
c
o
p
e
認
嘩
拙
ドー
j
終
Ｉ
哩
且
､
/
脂
描
異

畏
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鞠
侯
、
罰
ｅ
鞘
峯
祁
逆
i
l
1
1
n
雛
ｅ
逐
遥
灸
⑲
汐
′
荊
禅
v
U
環
伽
､
哨
埜
蜜
心
異

隠
ﾄー
ﾉ
ら
役
終
′
盟
異
1
1
1
＋
｜
叶
十
｜
唾
′
謹
味
鴫
尽
ｅ
花
鵡
』
J
"
-
j
}
－
１
Ｋ
1
、

鞠
一
一
'
|
、
謡
i
p
I
b
Q
聴
判
造
型
彊
両
,
-
ｊ
Ｉ
－
ｊ
会
へ
､
迩
姻
製
』
､
/
想
皿
抑
異
′

批

黙
馬
ｅ
か
蹟
鞘
程
柳
ｅ
脂
M
早
逆
篭
鵜
旦
聾
員
-
〕
Ｗ
ｗ
製
。

等
卦
福
恒
ｅ
製
蝋
か
榊
今
長
｡
‘
ﾁ
u
鴇
′
牌
漢
学
卦
′
矩
中
州
-
,
等
卦
１
４

翌
,
１
．
,
'
＠
忽
ｅ
鵠
′
等
卦
蕊
業
‘
Ｊ
Ｊ
Ｑ
逐
溺
や
噺
､
/
膿
描
異
投
。

罫
}
二
'
四
>
|
●
}
J
‘
L
6
,
/
脂
黒
畏
浄
ｅ
１
ｋ
ｊ
雨
紀
,
-
j
}
J
偶
､
/
o

l
E
n
g
i
n
e
e
r
s
，
H
a
n
d
b
o
o
k
・
Ｎ
ｅ
ｗ
６
ｔ
ｈ
ｅ
ｄ
.
，
1
9
5
8
,
M
c
G
r
a
w
-
H
i
l
l

馬

めい守［

議驚鴬磯簿議‐………噸

ＦＡ品

》＋ら恥唖

鴬

B
a
u
m
e
i
s
t
e
r
，
Ｔ
、
一
M
a
r
k
'
s
M
e
c
h
a
n
i
c
a
l
」
j
n
g
i
n
e
e
r
s
，
上
i
a
n
d
b
o
o
k
･
Ｎ
ｅ
ｗ
ｂ
ｔ
ｈ
ｅ
ｄ
.
，
上
り
ｂ
５
』
M
c
b
r
a
w
-
上
l
l
L
l

C
o
n
d
o
n
,
Ｅ
Ｕ
.
＆
Ｈ
・
O
d
i
s
h
a
w
（
e
d
s
.
）
－
H
a
n
d
b
o
o
k
o
f
P
h
y
s
i
c
s
，
1
9
5
8
,
M
c
G
r
a
w
-
H
i
l
l

A
m
e
r
i
c
a
n
l
n
s
t
i
t
u
t
e
o
f
P
h
y
s
i
c
s
-
H
a
n
d
b
o
o
k
、
1
9
5
7
,
M
c
G
r
a
w
-
H
i
l
l

H
o
d
g
m
a
n
,
Ｃ
,
，
．
（
e
d
.
）
－
T
h
e
H
a
n
d
b
o
o
k
o
f
C
h
e
m
i
s
t
r
y
a
n
d
P
h
y
s
i
Ｃ
ｓ
､
３
８
ｔ
ｈ
ｅ
ｄ
.
,
1
9
5
6
,
T
h
e
C
h
e
m
i
c
a
l

R
u
b
b
e
r
C
o
、

M
a
y
n
a
r
d
,
Ｈ
Ｂ
．
（
e
d
.
）
－
I
n
d
u
s
t
r
i
a
l
E
n
g
i
n
e
e
r
i
n
g
H
a
n
d
b
o
o
k
､
１
ｓ
ｔ
ｅ
ｄ
.
,
1
9
5
6
,
M
c
G
r
a
w
-
H
i
l
l
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T
h
e
M
c
G
r
a
w
-
H
i
l
l
E
n
c
y
c
l
o
p
e
d
i
a
o
f
S
c
i
e
n
c
e
a
n
d
T
e
c
h
n
o
l
o
g
y
、
２
ｎ
ｄ
ｅ
ｄ
.
，
１
５
v
o
l
s
.
，
1
9
6
0
,
Ｍ
ｃ
Ｇ
ｒ
ａ
ｗ
‐

H
i
l
l

T
h
e
M
e
r
c
k
l
n
d
e
x
o
f
C
h
e
m
i
c
a
l
s
a
n
ｄ
Ｄ
ｒ
ｕ
ｇ
ｓ
：
A
n
e
n
c
y
c
l
o
p
e
d
i
a
f
o
r
t
h
e
c
h
e
m
i
s
t
,
p
h
a
r
m
a
c
i
s
t
,
p
h
y
-

s
i
c
i
a
n
s
a
n
d
a
l
l
i
e
d
p
r
o
f
f
e
s
s
i
o
n
s
、
７
ｔ
ｈ
ｅ
ｄ
.
，
1
9
6
0
,
M
e
r
c
k

T
h
e
M
e
r
c
k
M
a
n
u
a
l
o
f
D
i
a
g
n
o
s
i
s
a
n
d
T
h
e
r
a
p
y
：
Ａ
ｓ
ｏ
ｕ
ｒ
ｃ
ｅ
ｏ
ｆ
ｒ
ｅ
ａ
ｄ
ｙ
ｒ
ｅ
f
e
r
e
n
c
e
f
o
r
t
h
e
p
h
y
s
i
c
i
a
n
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９
t
h
E
n
g
l
i
s
h
e
d
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，
1
9
5
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M
e
r
c
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T
h
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P
h
a
r
m
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c
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e
i
a
o
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h
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t
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ｅ
ｓ
ｏ
ｆ
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ｒ
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ｃ
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ｔ
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ｅ
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，
M
a
c
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P
u
b
・

S
a
x
，
Ｎ
、
Ｉ
、
一
D
a
n
g
e
r
o
u
s
P
r
o
p
e
r
t
i
e
s
o
f
I
n
d
u
s
t
r
i
a
l
M
a
t
e
r
i
a
l
s
，
1
9
5
7
,
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e
i
n
h
o
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T
h
e
w
l
i
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，
J
-
E
n
c
y
c
l
o
p
a
e
d
i
c
D
i
c
t
i
o
n
a
r
y
o
f
P
h
y
s
i
c
s
・
１
０
v
o
l
s
.
，
1
9
6
0
,
P
e
r
g
a
m
o
n
P
r
e
s
s

T
o
o
l
E
n
g
i
n
e
e
r
s
H
a
n
d
b
o
o
k
、
1
9
5
9
,
M
c
G
r
a
w
-
H
i
l
l



好
評
で
あ
っ
た
。

フ
ラ
ン
ス
文
学
で
は
、
サ
ル
ト
ル
や
カ
ミ
ュ
さ
え
新
し
い
と
言
え
な
く
な
っ
て
、
ア
ン
チ
・
ロ
マ
ン
と
か
、
ア
ン
チ
・
テ
ァ
ト
ル
と

い
わ
れ
る
新
し
い
主
張
が
生
れ
つ
つ
あ
っ
た
。

ド
イ
ヅ
文
学
で
は
、
戦
争
や
ナ
チ
の
体
験
を
弾
劾
し
た
り
批
判
し
た
作
品
は
大
体
に
は
そ
の
役
割
を
終
え
、
よ
う
や
く
愛
と
か
人
間

㈱
文
学

1490

昭
和
三
十
一
年
か
ら
昭
和
三
十
五
年
末
頃
ま
で
の
欧
米
文
学
界
の
情
況
に
つ
い
て
は
、
昭
和
一
一
一
十
五
年
一
月
号
「
学
鐙
」
特
集

「
世
界
の
現
代
小
説
展
望
」
所
載
の
四
つ
の
論
文
、
「
最
近
の
英
文
学
」
（
成
田
成
寿
）
、
「
一
九
六
○
年
の
展
望
」
（
宮
本
陽
吉
）
、
「
フ

ラ
ン
ス
小
説
に
お
け
る
新
し
さ
」
（
佐
藤
朔
）
、
「
現
代
ド
イ
ツ
小
説
」
（
原
田
義
人
）
な
ど
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

イ
ギ
リ
ス
文
学
で
は
、
ア
ラ
ン
・
シ
リ
ト
ー
の
《
《
殴
目
己
昌
ｚ
侭
冨
凹
昌
の
寓
目
昌
旨
○
日
甘
い
》
》
（
邑
詔
）
に
代
表
さ
れ
る
新
し

い
作
家
達
、
Ｋ
・
エ
イ
ミ
ス
、
Ｊ
・
プ
レ
イ
ン
、
Ｊ
・
ウ
ェ
イ
ン
、
Ｉ
・
マ
ー
ド
ッ
ク
、
Ｍ
・
ス
パ
ー
ク
等
が
日
本
の
読
者
層
に
浸
透

し
始
め
た
。
中
で
も
特
筆
さ
れ
る
の
は
、
Ｊ
・
オ
ズ
ポ
ー
ン
の
景
伊
○
○
丙
国
肖
丙
旨
倭
侭
自
選
（
ら
弓
）
の
上
演
の
大
成
功
に
よ
っ
て
、

Ａ
・
ウ
ェ
ス
カ
ー
、
Ｈ
・
ピ
ン
タ
ー
、
Ｊ
・
ア
ー
デ
ン
等
の
劇
作
家
達
の
作
品
が
次
々
に
ヒ
ッ
ト
し
て
、
日
本
の
新
劇
界
に
も
多
大
の

影
響
を
与
え
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
ら
な
い
ま
で
も
、
良
い
売
行
を
示
し
た
こ
と
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
文
学
で
は
詩
人
達
の
活
躍
が
目
覚
ま
し
く
、
本
店
内
に
「
戦
後
ア
メ
リ
カ
詩
人
の
作
品
と
研
究
」
と
題
し
て
特
別
コ
ー
ナ

ー
を
設
置
し
た
程
で
あ
っ
た
。
従
来
、
詩
の
分
野
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
作
家
の
作
品
が
良
く
売
れ
て
い
た
が
、
Ａ
・
ギ
ン
ズ
バ
ー
グ
、

Ｅ
ｏ
Ｅ
ｏ
カ
ミ
ン
グ
ス
、
Ｌ
・
ヒ
ュ
ー
ズ
、
Ｒ
・
ロ
ー
ウ
ェ
ル
、
Ｓ
・
プ
ラ
ー
ス
、
Ｊ
・
ベ
リ
イ
マ
ン
等
ア
メ
リ
カ
の
作
家
の
作
品
が



英
米
文
学
研
究
書

画
○
言
①
》
目
．
‐
冨
○
鳥
目
目
庁
①
国
ｑ
ｏ
昌
冒
の
日
ご
畠
国
①
四
８
国
鴎
①
朋

己
昌
呂
①
の
》
ロ
．
ｌ
ｏ
Ｈ
旨
８
］
跨
己
官
○
四
○
］
］
の
の
ｇ
目
庁
の
国
冨
局
①
．
這
忠
》
㈲
Ｈ
①
ロ
陣
８
‐
国
昌
』

国
○
廟
目
目
》
両
．
］
．
‐
厚
①
且
国
日
の
目
“
且
昏
①
匡
蔚
国
昌
冒
邑
．
ご
貿
○
箆
○
己
。
、
勺
・

伊
①
ぐ
旨
》
国
．
‐
○
○
貝
の
鴬
の
○
冷
９
昼
臼
の
日
．
ご
巴
》
○
鴬
Ｏ
ａ
ｑ
．
拘

尉
の
ぐ
官
》
国
．
‐
門
宮
の
弔
○
尋
閏
○
開
国
口
。
丙
ロ
①
＄
ご
詔
》
句
号
９

月
Ｈ
昌
冒
中
綿
．
１
日
ロ
の
回
す
曾
巴
月
日
口
唱
息
武
目
．
己
副
》
国
①
旨
①
白
目
ロ

園
の
巳
２
Ｆ
．
‐
伊
○
ぐ
の
四
目
ｐ
８
ｇ
旨
昏
の
捧
日
の
国
８
ｐ
ｚ
ｏ
ぐ
の
岸
己
臼
あ
の
ｏ
丙
曾
陣
司
胃
冨
侭

侭
の
叶
日
ａ
①
》
句
．
１
両
○
日
目
は
。
月
日
侭
①
、
這
望
》
詞
○
口
陣
の
后
①

肘
①
”
○
日
の
》
因
．
陣
伊
．
○
画
目
目
国
画
‐
国
涜
ｇ
ｑ
Ｏ
冷
国
口
的
房
匿
伊
詳
①
国
目
Ｈ
の
．
ｚ
の
ぎ
＆
・
》
函
ぐ
○
］
の
．
》
邑
留
》

冒
目
ね
冨
昌
言
の
．
‐
冠
○
目
の
。
冷
劃
の
言
．
ご
鼠
国
の
甘
の
日
四
目

(b）(c） (a）

編
①
”
○
日
の
》
底
．
倖

崖
南
口
屋
い
ぼ
四
口
要
三
弓
．

画
昌
”
昌
勝
匿
伊
群
①
Ｈ
煙
叶
屋
境
①

国
①
。
丙
①
芹
》
の
．
ｌ

崖
角
屋
烏
。
○
○
丙
》
門
’

○
の
ず
Ｏ
Ｈ
ｐ
ｐ
］
．
ｌ

盟
巨
ざ
①
》
缶
．
‐
（

ヨ
国
宮
ｍ
ｏ
ｐ
》
○
．
Ｉ

捧
目
の
国
８
口
目
蔚
国
言

の
宮
の
び
①
儲
岨
捧
．
．

存
在
の
秘
密
と
か
い
う
よ
う
な
主
題
に
新
た
に
眼
を
向
け
始
め
た
。
ド
イ
ツ
文
学
書
は
当
社
で
は
取
り
扱
い
点
数
に
お
い
て
、
英
。

米
。
仏
文
学
に
は
及
ば
な
い
が
、
確
実
に
売
行
は
上
昇
し
つ
つ
あ
っ
た
。

汁
）
の
．
Ｉ
式
『
昌
庁
旨
ぬ
ぎ
時
⑦
○
旦
○
庁
．
旨
＠
ｍ
ｍ
》
句
画
ワ
閏

。
丙
》
月
．
Ｉ
自
営
①
国
①
戸
ご
詔
》
○
琶
呉
８

戸
①
》
］
．
’
伊
○
○
戸
国
月
丙
冒
缶
ｐ
ｍ
①
Ｈ
・
乞
雪
》
句
号
囚

》
》
缶
．
‐
の
鼻
貝
§
『
ｚ
崎
冨
四
口
。
の
ロ
ロ
§
『
冒
○
§
旨
い
．
ご
詔
》

Ｐ
○
．
’
○
口
諒
箆
日
．
Ｈ
＠
ｍ
ｍ
》
の
○
旨
い
口
画

耐
詳
の
Ｈ
騨
庁
宮
崎
①

Ｒ
頚
捧
．
１
国
○
言
｝
四
口
。
○
昏
興
弔
○
の
巳
の
．
忌
認
》
Ｑ
ご
国
侭
冨

ご
く
、
国
．
匪
屋
①
ロ

ロ
の
口
弄
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雨①》［

己

G
r
e
e
n
，
G
-
T
h
e
Q
u
i
e
t
A
m
e
r
i
c
a
n
、
1
9
5
6
,
H
e
i
n
e
m
a
n
n

H
u
x
l
e
y
，
Ａ
，
一
T
h
e
G
e
n
i
u
s
a
n
d
t
h
e
G
o
d
d
e
s
，
1
9
5
5
,
C
h
a
t
t
o

K
e
r
o
a
c
,
Ｊ
－
Ｏ
ｎ
ｔ
ｈ
ｅ
Ｒ
ｏ
ａ
ｄ
、
1
9
5
7
,
V
i
k
i
n
g

M
e
t
a
l
i
o
u
s
，
Ｇ
・
一
P
e
y
t
o
n
P
l
a
c
e
、
1
9
5
6
,
M
e
s
s
n
e
r

N
a
b
o
k
o
v
，
Ｖ
・
一
L
o
l
i
t
a
、
1
9
5
8
,
P
u
t
n
a
m

O
'
N
e
i
l
,
Ｅ
，
－
Ｌ
ｏ
ｎ
ｇ
D
a
y
'
s
J
o
u
r
n
e
y
i
n
t
o
t
h
e
N
i
g
h
t
、
1
9
5
6
,
Ｙ
ａ
ｌ
ｅ
Ｕ
．
Ｐ
・

W
o
u
k
,
Ｈ
,
一
M
a
r
j
o
r
i
e
M
o
r
n
i
n
g
s
t
a
r
,
1
9
5
5
,
D
o
u
b
l
e
d
a
y

I
、
'
1
、
入
Ｋ
や
く
卦

B
u
t
o
r
，
Ｍ
－
Ｌ
'
e
m
p
l
o
i
d
u
t
e
m
p
s
、
1
9
5
6
,
Ｅ
ｄ
・
d
e
M
i
n
u
i
t

B
u
t
o
r
，
M
-
M
o
d
i
f
i
c
a
t
i
o
n
，
1
9
5
7
,
Ｅ
ｄ
，
d
e
M
i
n
u
i
t

B
u
t
o
r
，
Ｍ
－
Ｄ
ｅ
ｇ
ｒ
6
.
1
9
6
0
,
G
a
l
l
i
m
a
r
d

C
a
m
u
s
，
Ａ
・
一
L
a
c
h
u
t
e
、
1
9
5
6
,
G
a
l
l
i
m
a
r
d

D
u
r
a
s
，
M
-
M
o
d
e
r
a
t
o
C
a
n
t
a
b
i
l
e
、
1
9
5
8
,
Ｅ
ｄ
・
d
e
M
i
n
u
i
t

D
u
r
a
s
，
Ｍ
，
一
Ｄ
ｉ
ｘ
ｈ
ｅ
ｕ
ｒ
ｅ
ｓ
ｅ
ｔ
ｄ
ｅ
ｍ
ｉ
ｅ
ｄ
ｕ
ｓ
ｏ
ｉ
ｒ
ｅ
ｎ
６
ｔ
６
．
1
9
6
0
,
G
a
l
l
i
m
a
r
d

R
o
b
b
e
-
G
r
i
l
l
e
t
，
Ａ
、
‐
J
a
l
o
u
s
i
e
、
1
9
5
7
,
E
d
d
e
M
i
n
u
i
t

R
o
b
b
e
-
G
r
i
l
l
e
t
，
Ａ
・
一
D
a
n
s
l
e
l
a
b
y
r
i
n
t
h
e
、
1
9
5
9
,
Ｅ
ｄ
・
d
e
M
i
n
u
i
t

S
a
g
a
n
，
Ｆ
・
－
B
o
n
j
o
u
r
t
r
i
s
t
e
s
s
e
､
1
9
5
7
,
J
u
l
l
i
a
r
d

S
a
g
a
n
,
Ｆ
，
一
U
n
c
e
r
t
a
i
n
s
o
u
r
i
r
e
，
1
9
5
6
,
J
u
l
l
i
a
r
d

S
a
g
a
n
，
Ｆ
・
－
Ｄ
ａ
ｎ
ｓ
ｕ
ｎ
ｍ
ｏ
ｉ
ｓ
ｄ
ａ
ｎ
ｓ
ｕ
ｎ
ａ
ｎ
、
1
9
5
7
,
J
u
l
l
i
a
r
d

S
o
l
l
e
r
s
，
Ｐ
．
－
U
n
e
c
u
r
i
e
u
s
e
s
o
l
i
t
u
d
e
、
1
9
5
9
,
Ｅ
ｄ
・
ｄ
ｅ
Ｍ
ｉ
ｎ
ｕ
ｉ
ｔ



㈲
古
害
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昭
和
三
十
年
代
に
入
る
と
、
国
内
の
研
究
設
備
が
整
い
、
各
研
究
機
関
、
大
学
等
の
図
書
館
か
ら
戦
時
中
に
入
手
出
来
な
か
っ
た
外

国
雑
誌
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
注
文
が
多
く
な
り
、
文
部
省
は
、
〉
〕
の
た
め
の
特
別
予
算
を
各
大
学
に
交
付
し
た
。
特
に
理
。
エ
。
医

学
関
係
の
外
国
雑
誌
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
は
、
米
。
英
・
独
。
仏
発
行
の
も
の
が
多
く
、
そ
の
中
で
特
に
左
記
の
雑
誌
の
一
九
四
一
’

一
九
五
○
年
分
に
注
文
が
殺
到
し
た
。

（
ｑ
・
の
．
缶
・
）
Ｐ
口
巴
弓
陣
８
］
○
面
曾
昌
の
庁
昌
○
ケ
四
且
８
］
跨
房
胃
煙
ｏ
肝
］
○
貝
冒
巳
○
能
昏
①
衿
目
①
画
８
口

○
宮
９
国
甘
巴
の
○
Ｑ
２
］

〕
○
国
Ｈ
ｐ
巴
○
冷
弔
匿
琶
の
甘
巴
○
ヶ
田
口
勝
庁
門
琶

］
○
屋
片
口
巴
○
冷
○
ロ
①
ロ
〕
言
巴
弔
底
琶
巴
ｏ
の

】
○
巨
儲
ロ
昌
○
【
ご
［
ｇ
こ
の
○
ヶ
の
日
旨
巴
両
ロ
”
旨
の
①
Ｈ
言
い
㈲
Ｈ
ｏ
ｍ
Ｈ
の
の
印

室
［
呉
匠
の
昌
呉
甘
巴
詞
①
乱
①
尋
の

］
○
宮
崎
ロ
塾
○
冷
○
儲
胆
四
口
旨
○
旨
田
口
勝
庁
吋
胃

胃
ロ
ロ
ロ
の
胃
旨
旨
四
ロ
ロ
ロ
ロ
四
口
①
①
ご
ロ
胴
○
宮
田
ロ
満
胃
冒

（
ロ
ロ
岸
の
ロ
展
宮
、
Ｑ
○
日
）
］
○
日
ロ
巴
○
冷
○
旨
国
風
８
］
の
○
ｇ
①
ｑ
衿
ロ
凹
辱
は
ｏ
巴
跨
づ
め
胃
煙
Ｏ
Ｂ

（
の
①
儲
昌
四
口
『
）
両
］
①
丙
胃
○
耐
。
丘
昌
の
。
丘
①
い
①
群
の
ｏ
ロ
嵐
津
○
丘
臼
昌
の
。
丘
①
国
の
嵐
○
嵩
蔚
国
①
芹
の
。
旨
口
津
開
口
①
尉

四
ｐ
ｍ
９
冨
口
鼻
①
冒
口
号
①
目
鼻
済
ロ
ロ
。
旨
①
○
ヶ
凹
冒
時
回
①
宮
ｍ
》
の
缶
ロ
ロ
巴
９
号
端
○
匿
囚
目
①
旨
凹
ｇ
①
目
国
威
の
。
ｐ
の

国
の
岸
の
○
宮
且
【
計
国
の
冒
侍
嬬
巴
ご
昌
四
叶
汁
開
口
①
Ｈ
ご
［
凹
計
戸
田
ロ
国
威
丙
○
彦
囚
ロ
涜
○
彦
の
函
①
口
庁
叶
四
得
ず
昌
四
算

（
句
箇
ロ
８
）
Ｐ
８
Ｐ
曾
昌
の
ロ
⑦
ｍ
ｍ
８
ｐ
８
の
○
○
日
宮
の
の
閃
①
唇
ロ
ロ
の

ま
た
、
取
り
扱
っ
た
主
な
古
書
と
し
て
次
の
も
の
が
あ
る
。

同
ロ
。
『
。
］
○
℃
四
の
巳
Ｐ
国
Ｈ
洋
画
ロ
日
。
四
・
い
ぐ
○
］
の
．
》
ぼ
け
①
。
．
》
向
島
ロ
ワ
屋
儲
的
戸
』
『
の
、

段
ｇ
ｏ
昼
》
句
．
句
．
ぐ
Ｏ
ｐ
Ｉ
ｚ
ゼ
ロ
○
ロ
．
樹
①
昼
の
ロ
》
届
箇
ｌ
届
紹



「
画
集
梅
原
龍
三
郎
」
二
五
、
○
○
○
円
（
求
龍
堂
）

豪
華
本
の
出
版
が
盛
ん
と
な
り
、
一
万
円
以
上
の
本
が
数
種
類
出
版
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
の
う
ち
好
評
を
得
た
も
の
は
、
次
の
二
冊
で
あ

る
０

騨蝋

｡E￥．

議議熟。

和書売場

当
時
本
店
二
階
は
和
書
売
場
。
洋
品
売
場
が
置
か
れ
て
い
た
が
、
昭
和

三
十
四
年
一
一
月
に
、
商
品
の
相
関
関
係
と
顧
客
の
便
宜
を
考
え
、
洋
品
売

場
を
一
階
に
、
一
階
に
あ
っ
た
文
具
売
場
を
二
階
に
移
し
た
結
果
、
文
具
。

和
書
と
も
に
売
り
上
げ
が
増
加
し
た
。

ま
た
こ
の
年
、
和
書
売
場
に
案
内
所
を
設
け
、
そ
れ
ま
で
各
部
門
ご
と

に
、
別
灸
に
受
け
て
い
た
継
続
の
雑
誌
、
全
集
類
の
予
約
を
受
け
付
け
て

顧
客
の
便
宜
を
計
っ
た
。

昭
和
三
十
年
代
に
入
る
と
、
日
本
経
済
も
本
格
的
に
立
ち
直
り
を
み
せ
、

各
人
の
生
活
に
も
余
裕
が
生
じ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
戦
禍
に
よ
っ
て
失
っ

た
画
集
を
新
た
に
買
い
求
め
る
人
が
ふ
え
た
。
ま
た
、
外
国
人
に
よ
る
日

本
芸
術
。
古
典
研
究
が
未
曾
有
の
盛
況
を
示
し
て
き
た
こ
と
な
ど
か
ら
も
、

四
和
書
売
場
の
景
況

1４９４



③
一
般
教
養
書

高
峰
秀
子
著
「
巴
里
ひ
と
り
あ
る
記
」
（
創
芸
社
）
岡
倉
古
志
郎
著
「
財
閥
ｌ
か
く
て
戦
争
は
ま
た
作
ら
れ
る
か
」
（
カ
ッ
パ

ブ
ッ
ク
ス
）
石
垣
綾
子
著
「
女
は
自
由
で
あ
る
」
（
文
蕊
春
秋
社
）
渡
辺
紳
一
郎
著
「
西
洋
古
典
語
典
正
統
」
（
東
峰
書

房
）
相
良
守
次
著
「
記
憶
と
は
何
か
」
（
岩
波
新
書
）
望
月
術
著
「
金
銭
ｌ
現
代
人
の
煩
悩
」
（
カ
ッ
パ
ブ
ッ
ク
ス
）

桑
原
武
夫
著
「
一
日
一
言
１
人
類
の
知
恵
」
（
岩
波
新
書
）
新
名
丈
夫
著
「
政
治
ｌ
こ
の
事
実
を
黙
っ
て
見
の
が
せ
る
か
」

（
カ
ッ
パ
プ
ッ
ク
ス
）
ボ
ー
ヴ
ォ
ワ
ー
ル
著
・
生
島
遼
一
訳
「
第
一
一
の
性
一
’
五
」
（
新
潮
社
）
波
多
野
勤
子
著
「
娘

は
娘
母
は
母
」
（
文
雲
春
秋
社
）
フ
ッ
ク
ス
著
・
安
田
徳
太
郎
訳
「
風
俗
の
歴
史
一
’
十
」
（
新
潮
社
）
ロ
ー
ゼ
ン
バ

ー
ク
著
・
山
田
晃
訳
「
愛
は
死
を
こ
え
て
ｌ
ロ
ー
ゼ
ン
バ
ー
ク
の
手
紙
」
（
カ
ッ
パ
プ
ッ
ク
ス
）
矢
田
挿
雲
著
「
江
戸
か
ら
東

京
へ
一
’
五
」
（
冬
樹
社
）
朝
日
新
聞
社
編
「
南
極
大
陸
ｌ
日
本
観
測
隊
の
写
真
記
録
」
（
朝
日
新
聞
社
）

好
評
の
和
書
（
昭
和
三
十
一
’
三
十
五
年
）

㈲
社
会
科
学
書

１４９５

「
歌
郷
伎
郷
台
図
集
」
一
○
、
○
○
○
円
（
講
談
社
）

更
に
、
昭
和
三
十
四
年
頃
か
ら
、
合
成
樹
脂
で
特
殊
技
法
を
用
い
て
作
っ
た
、
複
製
美
術
品
「
プ
ラ
ス
コ
ピ
ー
」
が
開
発
さ
れ
発
売

に
な
っ
た
。
当
社
の
美
術
害
売
場
で
も
、
早
速
「
プ
ラ
ス
コ
ピ
ー
」
を
店
頭
に
陳
列
し
た
が
、
美
術
愛
好
家
の
鑑
賞
用
。
研
究
素
材
と

し
て
、
ま
た
家
庭
の
置
物
。
装
飾
品
と
し
て
好
評
で
あ
っ
た
。



を
見
る
眼
」

岩
波
書
店
編

目
理
工
学
書

グ
ラ
ス
ト
ン
著
。
金
関
義
則
・
野
上
耀
三
郎
他
訳
「
原
子
力
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
基
礎
・
材
料
編
」
（
商
工
会
館
出
版
部
）
金
属

表
面
技
術
協
会
編
「
金
属
表
面
技
術
便
覧
」
（
日
刊
工
業
新
聞
社
）
井
上
宇
市
著
「
空
気
調
和
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
（
丸
善
）

井
上
宇
市
著
「
建
築
設
備
ポ
ケ
ッ
ト
ブ
ッ
ク
」
（
相
模
書
房
）
生
産
管
理
便
覧
編
集
委
員
会
編
「
生
産
管
理
便
覧
」
（
丸
善
）

有
機
合
成
協
会
編
「
有
機
化
学
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
（
技
報
堂
）
日
本
ボ
イ
ラ
協
会
編
「
ボ
イ
ラ
便
覧
」
（
丸
善
）
油
圧
技
術

便
覧
編
集
委
員
会
編
「
油
圧
技
術
便
覧
」
（
日
刊
工
業
新
聞
社
）
平
凡
社
編
「
図
説
科
学
大
系
」
（
平
凡
社
）
東
京
天
文
台

編
「
理
科
年
表
」
（
丸
善
）
文
部
省
編
「
学
術
用
語
集
化
学
」
（
南
江
堂
）
建
設
省
住
宅
局
編
「
建
築
基
準
法
関
係
法
令

集
」
（
日
本
建
築
学
会
）
土
木
学
会
編
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
標
準
示
方
書
」
（
土
木
学
会
）
オ
ー
ム
社
編
「
電
気
エ
作
物
規

程
」
（
オ
ー
ム
社
）
日
本
標
準
工
具
型
録
編
纂
会
編
「
日
本
標
準
機
械
エ
具
型
録
」
（
日
本
標
準
工
具
型
録
編
纂
会
）
朝
日

大
内
兵
衛
。
有
沢
広
巳
・
脇
村
義
太
郎
。
美
濃
部
亮
吉
著
「
日
本
経
済
図
説
」
（
岩
波
新
書
）
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
著
。
東
畑
精

一
訳
「
経
済
分
析
の
歴
史
一
’
六
」
（
岩
波
書
店
）
ソ
同
盟
科
学
院
経
済
研
究
所
編
「
経
済
学
教
科
書
一
’
四
」
（
合
同
新

書
）
ド
ラ
ッ
カ
ー
著
・
現
代
経
営
研
究
会
訳
「
現
代
経
営
ｌ
ト
ッ
プ
。
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
技
術
と
実
例
に
つ
い
て
正
続
」

（
自
由
国
民
社
）
都
留
重
人
・
高
橋
長
太
郎
共
著
「
や
さ
し
い
経
済
学
一
’
六
」
（
勤
草
書
房
）
都
留
重
人
著
「
経
済

を
見
る
眼
」
（
岩
波
新
書
）
ド
ッ
プ
著
。
都
留
重
人
。
野
灸
村
一
雄
他
訳
「
経
済
理
論
と
社
会
主
義
」
（
岩
波
現
代
叢
書
）

岩
波
書
店
編
「
現
代
思
想
一
’
十
一
別
巻
一
」
（
岩
波
書
店
）
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学
会
）

新
聞
社
編
「
世
界
の
自
動
車
」
（
朝
日
新
聞
社
）
吉
田
国
夫
著
「
鉱
産
物
の
知
識
と
取
引
」
（
通
商
産
業
調
査
会
）
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ス
用
語
編
纂
委
員
会
編
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ス
用
語
辞
典
」
（
工
業
調
査
会
）
繊
維
新
聞
社
編
「
織
物
の
知
識
」
（
繊
維

新
聞
社
）
コ
ク
ラ
ン
。
コ
ッ
ク
ス
著
・
田
口
玄
一
・
杉
本
洋
訳
「
実
験
計
画
法
上
。
下
」
（
丸
善
）
日
本
化
学
会
編
「
実

験
化
学
講
座
」
（
丸
善
）
梶
原
滋
美
著
「
ポ
ン
プ
と
そ
の
使
用
法
」
（
丸
善
）
真
島
卯
太
郎
著
「
チ
ェ
イ
ン
。
コ
ン
ベ
ア
」

（
興
学
館
）
中
村
斉
治
。
加
藤
竹
夫
著
「
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ァ
ロ
ー
ラ
コ
ン
ベ
ァ
」
（
八
雲
書
店
）
阿
部
芳
朗
著
「
油
圧
駆

動
要
素
編
」
（
小
峯
工
業
出
版
）
山
下
英
男
監
修
「
電
子
計
算
機
ア
ナ
ロ
グ
計
算
機
編
」
（
オ
ー
ム
社
）
チ
ャ
ー
チ
マ

ン
。
ア
コ
フ
・
ア
ー
フ
箸
・
宮
沢
光
一
他
訳
「
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
。
リ
サ
ー
チ
入
門
」
（
紀
伊
国
屋
書
店
）
小
田
良
平
・
寺

村
一
広
著
「
界
面
活
性
剤
の
合
成
と
其
の
応
用
」
（
槙
書
店
）
キ
ッ
テ
ル
著
。
宇
野
良
清
他
訳
「
固
体
物
理
学
入
門
」
（
丸

善
）
井
本
立
他
著
「
レ
オ
ロ
ジ
ー
入
門
」
（
高
分
子
化
学
刊
行
会
）
星
野
芳
郎
著
「
技
術
革
新
」
（
岩
波
書
店
）
猪
野

勇
一
・
小
飯
塚
謙
一
共
著
「
現
代
建
築
材
料
集
成
」
（
井
上
書
院
）
原
稲
生
著
「
続
日
曜
大
工
」
（
池
田
書
店
）
大
島
敬
治

著
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ス
」
（
六
月
社
）
シ
ュ
ッ
テ
著
。
福
島
直
訳
「
宇
宙
旅
行
は
始
っ
た
」
（
丸
善
）
佐
藤
祐
三
・
佐
藤

斉
著
「
フ
ェ
ラ
イ
ト
ー
酸
化
物
磁
性
材
料
」
（
日
刊
工
業
新
聞
社
）
接
着
化
学
委
員
会
編
「
接
着
理
論
と
実
際
」
（
高
分
子

1４９７

こ
の
頃
か
ら
理
工
学
関
係
の
大
部
の
便
覧
類
が
年
々
多
く
出
版
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
を
必
要
と
す
る
企
業
が
多
く
な
っ
た

こ
と
を
示
す
も
の
で
、
そ
こ
に
於
て
は
、
便
覧
類
は
理
化
学
工
業
面
に
お
け
る
六
法
全
書
的
役
割
を
果
し
つ
つ
あ
る
よ
う
に
思
う
。




